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１　
『
和
歌
山
買
い
物
独
り
案
内
』

　
　
二
　
偽
一
九
と
書
物
屋
喜
一
郎

　

幕
末
の
城
下
町
和
歌
山
で
、
坂
本
屋
喜
一
郎
・
大
二
郎
と
い
う

兄
弟
が
大
手
の
書し

ょ
も
つ物
屋や

（
書
店
）
を
そ
れ
ぞ
れ
営
ん
で
お
り
ま
し

た
。
書
物
屋
と
い
っ
て
も
今
日
と
は
違
い
、
大
手
は
通
常
、
小
売

よ
り
も
出
版
・
卸
に
重
点
を
置
き
、
貸
本
業
も
兼
ね
て
い
ま
し
た
。

坂
本
屋
兄
弟
も
、
嘉
永
・
安
政
期
（
一
八
四
〇
年
代
末
か
ら
五
〇

年
代
）
に
か
け
て
、
和
歌
山
の
書
物
屋
の
中
で
は
最
も
多
く
の
出

版
物
を
共
同
で
次
々
と
手
掛
け
て
い
き
ま
す
。『
小
梅
日
記
』
で

有
名
な
川
合
家
に
も
出
入
り
し
て
い
た
た
め
、「
坂
本
屋
」
は
『
小

梅
日
記
』
に
何
回
も
出
て
来
ま
す
（
須
山
高
明
「
城
下
町
和
歌
山

の
出
版
と
書
商
の
営
業
形
態
」、
和
歌
山
市
立
博
物
館
03
夏
季
特

別
展
図
録
『
城
下
町
和
歌
山
の
本
屋
さ
ん
』
所
収
、二
〇
〇
三
年
、

参
照
）。

　

あ
る
時
、
兄
弟
の
身
に
事
件
が
ふ
り
か
か
り
ま
す
。
天
保
六

年
（
一
八
三
五
）
喜
一
郎
が
買
い
物
ガ
イ
ド
『
和
歌
山
買
物
独

ひ
と
り

案
内
』
の
出
版
を
企
画
し
て
い
る
さ
な
か
、
店
に
江
戸
の
戯げ

作さ
く
し
ゃ者

十じ
っ
ぺ
ん
し
ゃ
い
っ

返
舎
一
九く

が
や
っ
て
き
て
、『
独
案
内
』
は
自
分
が
出
す
準
備

を
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
一
九
、
そ
の
四
年
前
に
す

で
に
没
し
て
い
る
の
で
す
。
あ
る
い
は
、
兄
弟
は
藩
の
国
学
者
長

沢
衛え

門も
ん

の
著
作
を
何
冊
も
出
版
し
ま
す
が
、
藩
の
政
争
の
た
め
に

衛
門
は
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
座
敷
牢
に
押
し
込
め
ら
れ
て
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【『
買
物
独
案
内
』
出
版
願
い
】

〔
釈
文
〕

（
表
紙
）

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
物
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喜
一
郎

　
　

乍
恐
奉
願
上
候
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
物
屋

　
　
　
　

①
乍
恐
奉
願
上
候
口
上　
　

喜
一
郎
㊞

一
私
義
、
多
年
書
物
商
売
仕
来
候
処
、

　

御
蔭
を
以
取
続
き
商
売
仕
、
難
有
仕
合
奉
存
候
、

　

②
然
処
、
先
年
より

し
ま
い
ま
し
た
。
藩
は
衛
門
の
著
作
を
出
版
禁
止
に
す
る
つ
も
り

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
兄
弟
が
所
持
し
て
い
た
高
価
な
版
木
を
没

収
し
よ
う
と
し
ま
す
。
文
書
館
が
所
蔵
す
る
（
書
物
屋
）
坂
本
屋

文
書
（『
移
管
資
料
目
録
』
所
収
）
は
三
三
点
。
こ
の
二
つ
の
事

件
が
中
心
で
す
。

　

さ
て
、
大
坂
や
江
戸
で
は
文
政
初
年
（
一
八
一
〇
年
代
末
）
か

ら
慶
応
（
一
八
六
〇
年
代
後
半
）
に
か
け
て
、『
商あ

き
ん
ど人
（
あ
る
い

は
浪な

に

花わ

）
買
物
独ひ

と
り

案
内
』『
江
戸
買
物
独
案
内
』
と
い
う
、
い
わ

ば
買
い
物
ガ
イ
ド
が
出
版
さ
れ
好
評
を
得
ま
す
。
喜
一
郎
は
こ
れ

を
和
歌
山
で
も
実
現
す
べ
く
、
天
保
五
年
、
町
奉
行
所
に
『
和
歌

山
買
物
独ひ

と
り

案
内
』
の
出
版
願
い
を
提
出
し
ま
す
が
、
ど
う
し
た

こ
と
か
許
可
が
下
り
ま
せ
ん
。

〔
読
み
下
し
文
〕

　
　
　
　

①
恐
れ
乍な

が

ら
願
い
上
げ
奉
た
て
ま
つり
候
口こ
う

上
じ
ょ
う

一
私
わ
た
く
し

義ぎ

、
多
年
書
物
商
売
仕し

来き
た

り
候
処と
こ
ろ、

　

御
蔭か

げ

を
以
て
取
り
続
き
商
売
仕つ
か
ま
つり
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
り
難
き
仕
合
わ
せ
に
存
じ
奉
り
候
、

　

②
然
る
処
、
先
年
より

　

御お

国く
に

御お
ん

国
産
幷な
ら

び
に
諸
問
屋
を
初
め
諸
商
売
・

　

諸
職し

ょ
く

方か
た

に
至
る
迄
、
何
商
売
は
何
町
何
屋
某
と

　

相
認し

た
ため
出
し
ゅ
っ

板ぱ
ん

（
版
）
仕
り
度
く
存
じ
奉
り
候
間あ
い
だ、
③
何な
に
と
ぞ卒
出
板

　

御
免
成
し
下
せ
ら
れ
（
被ら

れ
レ
為せ
二
成な（
し
）

 

下く
だ

一
）
候
様
、

よ
り
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御
国
御
国
産
幷
ニ
諸
問
屋
を
初
諸
商
売
・

　

諸
職
方
ニ
至
迄
、
何
商
売
ハ
何
町
何
屋
某
ト

　

相
認
出
板
仕
度
奉
存
候
間
、
③
何
卒
出
板 

　

御
免
被
為
成
下
候
様
、
偏
ニ
奉
願
上
候

一
④
大
坂
表
出
板
仕
有
之
候
買
物
独
案
内
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

偏ひ
と
えに
願
い
上
げ
奉
り
候
、

一
④
大
坂
表お

も
て

出
板
仕
り
之こ
れ

有
り
候
「
買
物
独ひ
と
り

案
内
」
と

　

申
し
候
書
物
御
座
候
に
付
き
、
⑤
右
書
物
之の

仕
方
を
以
て

　
「
御
国
御
城
下
諸
商
売
買
物
独
案
内
」

　

出
板
仕
り
度
く
存
じ
奉
り
候
、

（
表
紙
）
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①

③

②
④
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⑤

⑥⑦

（
付
箋
）
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（
付
箋
）

⑥
右
之
通
り
出
板
仕
り
候そ
う
らえ
ば
（
へ
者
）、
当
御
城
下
不
案
内
之

遠
近
之
人
々
、
売
買
に
弁
利
（
便
利
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宜
し
き
（
敷
き
）
候
様
存
じ
奉
り
候
間
、

⑦
何な

に
と
ぞ卒
御
聞
き
済
み
成
し
下
せ
ら
れ
候
え
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
り
難
き
仕
合
わ
せ
に

存
じ
奉
り
候
、
此こ

の

段
恐
れ
な
が
ら
願
い
上
げ
奉
り
候
、
以
上

　
　
　
　
　

午う
ま

二
月

　

申
候
書
物
御
座
候
ニ
付
、
⑤
右
書
物
之
仕
方
を
以
て

　

御
国
御
城
下
諸
商
売
買
物
独
案
内

　

出
板
仕
度
奉
存
候
、

⑥
右
之
通
出
板
仕
候
へ
者
、
当
御
城
下
不
案
内
之

遠
近
之
人
々
、
売
買
ニ
弁
利
宜
敷
候
様
奉
存
候
間
、

⑦
何
卒
御
聞
済
被
為
成
下
候
へ
者
難
有
仕
合
ニ

奉
存
候
、
此
段
乍
恐
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　

午
二
月
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（
付
箋
）

「
本
文
御
聞
済
被
為
成
下
候
へ
者
、

夫
々
商
売
向
へ
及
掛
合
、
先
方

好
之
通
以
相
対
加
入
致
度
奉
存
候
」

　
　
　
　
（
坂
本
屋
文
書
九
二
三
一

−

六
）

〔
文
意
例
〕

　
　

①
恐
れ
な
が
ら
お
願
い
い
た
す
口
上
書
き

一
私
は
長
年
に
わ
た
り
書
物
関
係
の
商
売
を
致
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

　

お
陰
様
で
引
き
続
き
商
売
が
成
り
立
ち
、
有
難
き
幸
せ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

②
さ
て
、
以
前
か
ら

　

御
国
の
産
物
と
、
こ
れ
を
扱
う
諸
問
屋
を
初
め
諸
小
売
商
・

　

諸
職
人
に
至
る
ま
で
、
何
の
商
売
は
何
町
の
何
屋
某
（
と
い
う
店
が
あ
る
）
と

　

認し
た
ため
出
版
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
③
ど
う
か
出
版
の

　

御
許
可
を
下
さ
い
ま
す
様
に
、
た
だ
た
だ
願
い
上
げ
ま
す
。

一
④
大
坂
で
出
版
い
た
し
た
『
買
物
独
案
内
』
と

　

い
う
書
物
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
⑤
右
の
書
物
の
仕
方
で
、

　
『
御
国
御
城
下
諸
商
売
買
物
独
案
内
』
を

　

出
版
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
付
箋
）

「
本
文
御
聞
き
済
み
成
し
下
せ
ら
れ
候
え
ば
、

夫そ
れ
ぞ
れ々

商
売
向
へ
掛
け
合
い
に
及
び
、
先
方

好
み
之
通
り
相
対
を
以
て
加
入
致
し
度
く
存
じ
奉
り
候
」
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⑥
右
の
通
り
出
版
致
し
ま
し
た
な
ら
ば
、
当
御
城
下
に
不
案
内
の

遠
方
の
人
々
に
と
っ
て
、
売
買
に
便
利
に
な
る
様
に
思
い
ま
す
の
で
、

⑦
ど
う
か
御
聞
き
入
れ
下
さ
い
ま
す
れ
ば
有
り
難
い
こ
と
と

存
じ
ま
す
。
こ
の
件
、
恐
れ
多
い
こ
と
で
す
が
お
願
い
申
し
ま
す
、
以
上
。

（
付
箋
）

「
本
文
を
お
聞
き
入
れ
下
さ
い
ま
し
た
な
ら
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
の
商
人
に
交
渉
を
し
て
、
先
方
の

希
望
通
り
に
、
合
意
の
上
で
（
掲
載
す
る
商
人
達
の
中
に
）
加
え
た
い
と
思
い
ま
す
」

〔
語
意
・
語
法
〕

①
乍
恐 

願
い
出
の
際
の
定
型
句
。
恐
れ
多
い
こ
と
で
す
が
。
奉

願
上
「
奉
」
は
謙
譲
語
。
丁
重
に
願
い
出
る
。
口
上
「
口
上
書

き
」（
口
頭
で
述
べ
た
内
容
を
文
章
に
書
き
留
め
た
も
の
）
の
略
。

た
だ
、
近
世
に
は
口
上
で
は
な
く
文
書
が
重
要
に
な
り
、
文
書
で

の
提
出
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
く
が
、
表
題
に
は
か
つ
て
の
名
残

と
し
て
、
形
式
的
に
「
口
上
」
の
文
言
が
付
け
足
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
多
い
。
書
物
屋 

喜
一
郎 

坂
本
屋
喜
一
郎
は
中
野
島
村
（
和

歌
山
市
中
之
島
）、
の
ち
駿す

る

河が

町ま
ち

（
同
駿
河
町
）
に
店
を
構
え
て

い
た
（
前
掲
須
山
稿
）。
出
版
に
あ
た
っ
て
は
、
坂
本
屋
も
、
和

歌
山
を
中
心
に
し
た
文
化
人
ば
か
り
で
な
く
、
当
時
の
版
木
に
よ

る
印
刷
に
携
わ
る
版
木
の
彫ほ

り
師
や
摺す

り
師
（
版
木
に
墨
を
塗
っ

て
和
紙
に
摺
る
人
物
）
な
ど
の
職
人
を
も
取
り
ま
と
め
る
必
要
が

あ
っ
た
。
私
義
「
義
」
は
「
こ
と
」。「
…
の
こ
と
」
を
意
味
す
る

語
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
そ
の
中
で
「
義
（
儀
）」
は
、
そ
の
か

か
る
範
囲
が
最
も
狭
く
、直
前
の
語
に
限
ら
れ
る
。こ
こ
で
は「
私
」

だ
け
を
示
す
。
仕
来 

ず
っ
と
行
な
っ
て
い
る
。
御
蔭 

以
下
、「
御

国
」「
御
国
産
」、「
御
免
」「
御
聞
済
」
な
ど
、
藩
の
所
属
、
あ
る

い
は
藩
の
行
為
等
に
関
し
て
は
こ
と
ご
と
く
「
御
」
が
付
い
て
い
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る
。取
続
き 

引
き
続
く
。商
売
が
成
り
立
っ
て
い
く
。商
売
仕「
仕
」

は
「
す
る
」
の
謙
譲
語
。
仕
合 

幸
せ
。
奉
存
候
「
奉
存
」
は
「
奉
」

も
「
存
」
も
謙
譲
語
の
た
め
、
二
重
の
謙
譲
表
現
。

②
御
国
御
国
産

ニ
諸
問
屋
を
初
諸
商
売
・
諸
職
方 

領
国
の
産

物
お
よ
び
（
こ
れ
を
取
り
扱
う
と
こ
ろ
の
）
問
屋
・
小
売
商
・
職

人
。「
商
売
」
は
小
売
商
。「
職
方
」
は
職
人
。
相
認
「
相
」
は
語

調
を
整
え
る
語
。語
に
意
味
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。出
板 

出
版
。

近
世
は
版
木
で
の
印
刷
の
た
め
、
通
常
「
出
板
」
の
字
を
使
う
。

奉
存
候
間
「
間
」
は
「
…
な
の
で
」。

③
被
為
成
下
候
「
被
」
も
「
為
」
も
敬
語
で
二
重
敬
語
。「
被
為

成
下
」
は
「
成
」
が
「
す
る
」
で
「
し
て
下
さ
る
」。
こ
こ
で
は
「
お

許
し
下
さ
る
」。
た
だ
「
成
下
」
と
「
下
」
と
の
間
に
顕
著
な
違

い
は
見
い
だ
せ
な
い
。
強
い
て
い
え
ば
、「
成
下
」
の
方
が
や
や

格
式
張
っ
た
物
言
い
か
。
な
お
、「
下
」
の
原
義
は
「
与
え
る
」
で
、

こ
こ
で
は
「
許
可
を
与
え
る
」
の
意
味
に
な
る
。「
被
」
は
「
罷
」

の
よ
う
に
書
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
喜
一
郎
は
常
に
そ
の
形
で

書
い
て
い
る
。
文
意
か
ら
「
被
」
と
読
む
し
か
な
い
。
そ
の
下
の

四
角
に
小
丸
を
付
け
た
よ
う
な
文
字
が「
為
」。
偏
ニ 

ひ
た
す
ら
。

④
大
坂
表 

大
坂
地
方
。
大
坂
一
帯
。
出
板
仕
有
之
「
仕
」「
有
之
」

は
重
複
表
現
。「
出
板
仕
」
か
「
出
板
有
之
」
の
ど
ち
ら
か
に
す

べ
き
。
自
分
の
出
版
で
も
な
い
の
に
謙
譲
語
「
仕
」
を
使
う
の
は
、

同
じ
書
物
屋
と
し
て
と
い
う
気
分
の
表
現
か
。
買
物
独
案
内 

す

で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
文
政
年
間
か
ら
大
坂
で
出
版
、
好
評
を
得

た『
商

あ
き
ん

人ど（
あ
る
い
は
浪な
に

花わ

）買
物
独
案
内
』の
こ
と
。と
申
候 「
申
」

は
謙
譲
語
。
前
の
「
仕
」
同
様
、同
業
者
と
し
て
と
い
う
こ
と
か
。

⑤
御
国
御
城
下 

領
国
の
城
下
町
、
つ
ま
り
城
下
町
和
歌
山
。

⑥
仕
候
へ
者
「
へ
」
は
「
候
」
の
語
尾
変
化
を
あ
え
て
表
示
し
て

い
る
。「
者
」
は
「
日
」
の
部
分
を
通
常
「
つ
」
の
形
で
表
す
が
、

喜
一
郎
は
点
で
示
し
て
い
る
。
漢
字
で
書
い
て
あ
る
が
平
仮
名
の

「
は
」
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
仮
定
の
「
ば
」。
弁
利
宜
敷
「
弁
利
」

は
便
利
。
近
世
に
は
音
さ
え
当
て
は
ま
れ
ば
、
躊
躇
な
く
当
て
字

と
し
て
使
う
傾
向
が
あ
る
。「
敷
」は「
宜
し
く
」の
送
り
仮
名「
し

く
」
の
当
て
字
。
字
義
と
は
関
係
が
な
い
。

⑦
御
聞
済 

聞
き
届
け
る
。承
知
す
る
。此
段 「
段
」は「
こ
と
」。「
…

の
こ
と
」
を
意
味
す
る
語
の
中
で
、最
も
広
範
囲
を
代
用
す
る
語
。

筆
者
は
「
統
合
の
段
」
と
称
す
る
。
こ
こ
で
は
願
書
き
冒
頭
か
ら

「
此
段
」
ま
で
の
す
べ
て
の
内
容
を
代
用
す
る
。「
聞
」
が
、
右
下

へ
の
止
め
か
ら
左
下
に
は
ね
て
い
る
た
め
分
か
り
に
く
い
。
２
項
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２　

偽
の
十
返
舎
一
九

【
二
度
目
の
出
版
願
い
】

〔
釈
文
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
物
屋

　
　
　
　

⑧
乍
恐
奉
願
上
候
口
上 　
　
　

喜
一
郎
㊞

一
私
義
、
先
年
親
代
より
書
物
商
売
仕
来
候
処
、

　

御
蔭
を
以
取
続
き
商
売
仕
、
難
有
仕
合
奉
存
候
、

　

⑨
然
処
、
去
午
二
月
、
別
書
願
書
之
通

　

御
願
奉
申
上
候
処
、
右
者
先
御
取
扱
難
被
成
下
候
段

　

被
仰
聞
、
奉
畏
候
義
ニ
御
座
候
、
⑩
右
ニ
付
候
而
者
、
押
而

　

翌
六
年
、
喜
一
郎
の
店
に
江
戸
の
戯げ

作さ
く
し
ゃ者
十じ
っ
ぺ
ん
し
ゃ
い
っ

返
舎
一
九く

が
や
っ

て
き
ま
す
。
そ
こ
で
言
う
に
は
、
一
九
も
和
歌
山
の
『
買
物
独

ひ
と
り

案
内
』
の
企
画
を
喜
一
郎
同
様
に
進
め
て
い
て
、
江
戸
で
は
す
で

に
許
可
を
得
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。
こ
れ
に
驚
い
た
喜
一
郎
、

再
び
出
版
願
い
を
奉
行
所
に
差
し
出
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
そ
の

一
九
、
す
で
に
四
年
前
の
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
没
し
て
い

た
の
で
す
。

【
二
度
目
の
出
版
願
い
】
⑨
の
「
聞
」
も
同
じ
形
だ
が
、
こ
ち
ら

の
方
が
読
み
や
す
い
。

（
付
箋
）
商
売
向 

こ
こ
で
は
諸
商
人
。
掛
合 

相
談
。
交
渉
。
先

方
好
「
好
」
は
希
望
。
相
対 

合
意
。
納
得
。
加
入
致
度
「
買
物

独
案
内
」に
掲
載
を
希
望
し
た
諸
商
人
等
の
中
に
加
え
る
。「
加
入
」

は
、
こ
こ
で
は
加
え
る
。
入
れ
る
。

　

奉
願
上
候
義
奉
恐
入
候
ニ
付
、
其
儘
ニ
相
成
御
座
候
、

　

⑪
此
度
当
月
廿
六
日
、
江
戸
表
十
返
舎
一
九
と
申
候
者

　

御
当
地
へ
参
り
、
私
共
方
へ
も
立
寄
候
而
、
⑫
此
度
右
私
共

　

存
附
候
趣
向
同
様
之
品
、
江
戸
表
ニ
而
御
願
済
之
由
ニ
而
、

　

御
当
所
諸
商
売
向
開
板
仕
度
候
由
申
ニ
付
、

　

⑬
右
者
私
共
先
願
有
之
候
由
申
聞
候
事
ニ
御
座
候
、
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⑤

⑫
⑩

⑧

⑪ ⑨
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⑰

⑮ ⑬

⑯

⑭
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⑭
右
之
通
ニ
付
而
者
、
右
之
者
何
連
可
願
出
と
奉
存
候
、

　

⑮
右
者
前
段
之
通
私
共
より
再
応
奉
願
上
候
義

　

奉
恐
入
候
得
共
、
⑯
若
右
之
者
へ
御
免
も
御
座
候
義
ニ

　

御
座
候
へ
ハ
、
私
共
甚
以
残
念
之
至
ニ
奉
存
候
、
且
ハ

〔
読
み
下
し
文
〕

　
　
　
　

⑧
恐
れ
乍な

が

ら
願
い
上
げ
奉
り
候
口
上

一
私
義
、
先
年
親
の
代
より
書
物
商
売
仕
来
り
候
処
、

　

御
蔭
を
以
て
取
り
続
き
商
売
仕
り
、
有
り
難
き
仕
合
わ
せ
に
存
じ
奉
り
候
、

　

⑨
然
る
処
、
去
る
午
二
月
、
別
書
き
願
い
書
き
之の

通
り

よ
り

　

右
一
九
義
、
他
所
者
之
義
ニ
も
御
座
候
へ
ハ
、
⑰
何
卒
私
共

　

御
免
被
為
遊
被
下
候
様
、
乍
恐
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　

未
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
坂
本
屋
文
書
九
二
三
一

−

六
）
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御
願
い
申
し
上
げ
奉
り
候
処
、
右
は
（
者
）
先ま
ず

御
取
り
扱
い
成
し
下
さ
れ
難
く
（
難が
た（
く
）

レ 

被れ
二
成な（
し
）

 

下く
だ（
さ
）

一
）
候
段

　

仰
せ
聞
け
ら
れ
（
被ら

れ
二

仰
お
お（
せ
）聞き
（
け
）

一
）、
畏か
し
こみ
奉
り
候
義
に
御
座
候
、
⑩
右
に
付
き
候
て
は
（
而
者
）、
押
て

　

願
い
上
げ
奉
り
候
義
恐
れ
入
り
奉
り
候
に
付
き
、
其そ

の
ま
ま儘
に
相
成
し
御
座
候
、

　

⑪
此こ

の
た
び度
当
月
廿
六
日
、
江
戸
表
十じ
っ
ぺ
ん
し
ゃ
い
っ

返
舎
一
九く

と
申
し
候
者

　

御
当
地
へ
参
り
、
私
共ど

も

方
へ
も
立
ち
寄
り
候
て
、
⑫
此
度
右
私
共

　

存
じ
附
き
候
趣
向
同
様
之
品
、
江
戸
表
に
て
御
願
い
済
み
之
由よ

し

に
て
、

　

御
当
所
諸
商
売
向
き
開
板
仕
り
度
く
候
由
申
す
に
付
き
、

　

⑬
右
は
私
共
先
願
之こ

れ

有
り
候
由
申
し
聞
け
候
事
に
御
座
候
、

　

⑭
右
之
通
り
に
付
い
て
は
、
右
之
者
何い

ず

れ
（
連
）
願
い
出
づ
可べ

し
と
存
じ
奉
り
候
、

　

⑮
右
は
前
段
之の

通
り
私
共
より
再さ
い
お
う応
願
い
上
げ
奉
り
候
義

　

恐
れ
入
り
奉
り
候そ

う
らえ
（
得
）
共ど
も

、
⑯
も
し
右
之
者
へ
御
免
も
御
座
候
義
に

　

御
座
候
え
ば
（
へ
ハ
）、
私
共
甚
以
て
残
念
之
至
り
に
存
じ
奉
り
候
、
且か

つ

は

　

右
一
九
義
、
他よ

そ所
者も
の

之
義
に
も
御
座
候
え
ば
、
⑰
何な
に
と
ぞ卒
私
共

　

御
免
遊
ば
せ
ら
れ
下
さ
れ
（
被ら

れ
レ
為せ
レ
遊
あ
そ（
ば
）

 

被れ
レ
下
く
だ（
さ
））
候
様
、
恐
れ
乍
ら
願
い
上
げ
奉
り
候
、
以
上

 　
　
　
　
　

未
八
月

〔
文
意
例
〕

　
　

⑧
恐
れ
な
が
ら
お
願
い
い
た
す
口
上
書
き

一
私
は
去
る
親
の
代
か
ら
書
物
関
係
の
商
売
を
致
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
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お
陰
様
で
引
き
続
き
商
売
が
成
り
立
ち
、
有
難
き
幸
せ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

⑨
さ
て
、
去
年
の
午
年
二
月
、
別
添
え
の
（
前
に
添
え
た
）
願
い
書
き
の
通
り

　

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
出
版
は
と
う
て
い
許
可
な
さ
り
難
い
と
い
う
こ
と
を

　

お
言
い
聞
か
せ
に
な
り
、
承
知
い
た
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
⑩
こ
う
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
あ
え
て

　
（
再
び
）
願
い
上
げ
る
こ
と
は
恐
れ
入
り
ま
す
の
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

⑪
こ
の
度
今
月
二
十
六
日
、
江
戸
の
十
返
舎
一
九
と
い
う
者
が

　

御
当
地
和
歌
山
へ
参
り
、
私
の
店
へ
も
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
⑫
こ
の
度
右
の
、
私
が

　

思
い
付
い
て
い
る
企
画
と
同
様
の
も
の
を
、
江
戸
で
は
許
可
を
得
て
い
て
、

　

御
当
所
和
歌
山
城
下
町
商
店
の
版
を
出
版
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

⑬
こ
の
出
版
は
私
が
先
に
願
い
出
た
と
い
う
こ
と
を
申
し
伝
え
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

⑭
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
す
の
で
、
右
の
者
は
い
ず
れ
（
こ
の
企
画
を
）
願
い
出
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

⑮
こ
の
出
版
は
前
段
（
こ
こ
で
は
⑨
～
⑩
）
の
通
り
、
私
よ
り
再
び
お
願
い
い
た
す
と
い
う
こ
と
は

　

恐
れ
入
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
⑯
も
し
右
の
者
へ
御
許
可
が
出
る
よ
う
な
こ
と
に

　

な
り
ま
す
な
ら
ば
、
私
は
非
常
に
残
念
（
筋
違
い
）
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

　

右
の
一
九
は
他
所
者
の
こ
と
で
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
⑰
ど
う
か
私
へ

　

御
許
可
く
だ
さ
い
ま
す
様
に
、
恐
れ
な
が
ら
願
い
上
げ
申
し
ま
す
、
以
上

〔
語
意
・
語
法
〕

⑧
親
代
より 

10
項
【
弟
又
三
郎
養
子
に
付
き
願
い
】
に
は
、「
祖
父

之
代
より
書
物
商
売
仕
来
候
」
と
あ
る
。
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⑨
別
書
願
書 

前
に
あ
る
「
午
二
月
」
付
け
の
願
い
書
き
の
こ
と
。

「
午
二
月
」
に
は
こ
れ
を
単
独
で
提
出
し
、「
未
八
月
」
に
は
、「
別

書
願
書
之
通
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
、「
午
二
月
」
の
写
し
も
添
え

て
新
し
い
願
い
を
差
し
出
し
た
は
ず
。
つ
ま
り
こ
の
表
紙
の
付
い

た
一
連
の
「
乍
恐
奉
願
上
候
口
上
」
は
、「
未
八
月
」
の
願
書
の

控
え
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
御
願
奉
申
上
「
奉
」
は
謙
譲
語
。
動

詞
「
申
上
」
は
「
言
う
」
の
謙
譲
語
。
二
重
の
謙
譲
語
。
先
取
扱

難
被
成
下
候
「
先
」
は
（
否
定
語
を
伴
い
）
そ
の
事
態
が
動
か
し

が
た
い
こ
と
を
強
調
す
る
語
。「
ど
う
に
も
こ
う
に
も
」「
い
か
に

も
」。「
取
扱
」
は
、
こ
こ
で
は
許
可
す
る
こ
と
。「
難
」
は
出
来

な
い
。
困
難
で
あ
る
。
被
仰
聞 

「
被
」
は
敬
語
。「
仰
お
お（
せ
）聞き（
け
）」
は
言

い
聞
か
せ
る
の
敬
語
。「
被
」
が
付
く
か
ら
二
重
敬
語
。「
被
」
を

受
け
身
と
取
っ
て
、
言
い
聞
か
さ
れ
た
と
す
る
の
は
間
違
い
。
奉

畏 

命
じ
ら
れ
て
承
知
し
た
の
だ
か
ら
、「
畏
か
し
こ（
み
）」。
上
が
「
田
」
で

は
な
く
「
由
」
の
く
ず
し
に
な
っ
て
い
る
の
で
読
み
に
く
い
。

⑩
右
ニ
付
候
而
者
「
右
」
は
⑨
の
「
去
午
二
月
、
別
書
願
書
之
通

…
奉
畏
候
義
ニ
御
座
候
」。
願
い
出
て
、
そ
れ
が
不
許
可
に
な
っ

た
こ
と
。「
候
」
は
「
ヽ
」
で
書
か
れ
て
い
る
。「
候
」
の
く
ず
し

と
い
う
よ
り
は
、
こ
こ
に
一
文
字
あ
る
と
い
う
意
味
。
文
意
か
ら

「
候
」
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な
書
き
方
に
な

る
。「
而
」
は
平
仮
名
の
「
て
」。
押
而
奉
願
上
「
押
而
」
は
強
引

に
。
藩
は
、「
買
物
独
案
内
」
の
出
版
は
認
め
な
い
と
い
う
判
断

を
下
し
た
、
し
か
も
、
内
容
は
分
か
ら
な
い
な
が
ら
、「
先0

取
扱

難
被
成
下
」
と
い
う
ほ
ど
の
強
い
拒
絶
が
あ
っ
た
。「
押
而
奉
願

上
」
は
、
そ
の
藩
の
判
断
を
不
服
と
し
て
、
あ
え
て
再
願
す
る
と

い
う
こ
と
。
奉
恐
入
候
ニ
付
、其
儘
ニ
相
成 

恐
れ
多
い
、つ
ま
り
、

御
上
に
逆
ら
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
の
で
、
再
願
せ
ず
に
そ

の
ま
ま
に
し
た
。

⑪
廿
六
日
「
日
」
は
横
画
が
失
わ
れ
て
い
る
。
十
返
舎
一
九 

い

う
ま
で
も
な
く
、『
東
海
道
中
膝ひ

ざ
く
り栗
毛げ

』
で
有
名
な
戯げ

作さ
く

者し
ゃ

。
没

年
は
天
保
二
年（
一
八
三
一
）。こ
の
願
書
き
が
書
か
れ
た
未
年
は
、

⑰
の
注
で
述
べ
る
よ
う
に
天
保
六
年
だ
か
ら
、
四
年
前
に
没
し
た

人
物
が
喜
一
郎
の
店
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
に
な
る
。た
だ
、「
一
九
」

は
と
も
か
く
、
冷
静
に
考
え
れ
ば
こ
の
話
は
所
詮
無
理
な
の
だ
。

一
般
の
出
版
物
と
は
違
っ
て
、
こ
の
手
の
出
版
は
掲
載
希
望
の
商

店
を
糾
合
し
文
面
も
擦
り
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
御
当
地

で
出
版
さ
れ
る
名
所
図
会
・
名
所
旧
跡
案
内
・
絵
地
図
等
と
同
じ

く
、
地
元
の
人
間
だ
か
ら
こ
そ
信
頼
も
得
ら
れ
人
脈
や
地
の
利
を
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生
か
し
実
現
出
来
る
出
版
な
の
だ
。「
他
所
者
」（
⑯
）
に
と
っ
て

は
、
和
歌
山
に
代
理
の
店
で
も
置
き
そ
の
店
を
操
作
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
刊
行
す
る
に
せ
よ
販
売
す
る
に
せ
よ
手
順
が
煩

雑
に
な
り
採
算
を
取
る
の
も
難
し
く
な
る
。
こ
の
点
を
考
え
れ

ば
、
江
戸
の
人
物
が
わ
ざ
わ
ざ
和
歌
山
版
を
企
画
し
よ
う
と
す
る

は
ず
は
な
い
。
あ
る
い
は
そ
う
で
は
な
く
、
喜
一
郎
が
「
其
儘
」

（
⑩
）
に
し
て
い
た
企
画
の
再
願
を
奉
行
所
に
申
し
出
る
た
め
に

思
い
付
い
た
狂
言
だ
と
考
え
て
も
、
同
様
の
不
自
然
さ
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
あ
り
得
な
い
話
を
し
に
来
た
人
物
が
い
る
と
い

う
。
偽に

せ

一
九
。
出
版
事
情
に
も
通
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
、「
一
九
」

は
こ
の
手
の
話
を
引
っ
さ
げ
て
全
国
各
地
に
出
没
し
て
い
た
の
で

は
な
い
の
か
。
例
え
ば
、
出
版
を
取
り
や
め
る
見
返
り
に
金
銭
を

要
求
す
る
と
い
う
よ
う
な
詐
欺
師
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
れ
な
ら

ば
、
信
用
を
得
る
た
め
に
も
有
名
人
に
成
り
き
る
の
が
得
策
だ
ろ

う
。
実
に
多
彩
な
顔
を
持
つ
一
九
で
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
企
画
を

語
ら
せ
て
も
さ
ほ
ど
の
無
理
は
な
い
。
今
日
と
は
違
い
一
九
死
去

の
報
が
流
布
す
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
喜
一
郎
が
そ
れ
を
知
ら

な
く
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。「
十
返
舎
一
九
御
当
地
へ
参
り
」

で
は
な
く
、「
十
返
舎
一
九
と
申
候
者

0

0

0

御
当
地
へ
参
り
」
と
あ
る

か
ら
、
喜
一
郎
は
顔
も
分
か
っ
て
い
な
い
。
出
版
経
験
も
豊
富
な

大
手
書
物
屋
で
あ
れ
ば
何
を
冗
談
を
と
受
け
流
し
、「
先0

御
取
扱

難
被
成
下
」（
⑨
）
の
だ
か
ら
和
歌
山
で
は
無
理
で
す
よ
と
涼
し

い
顔
を
し
て
い
れ
ば
済
む
も
の
を
、
ま
と
も
に
取
り
合
っ
て
自
分

が
「
先
願
」（
⑬
）
だ
と
主
張
し
た
。
目
の
前
に
本
来
あ
り
得
な

い
話
題
を
主
張
す
る
人
物
が
実
際
現
れ
て
み
る
と
、
真ま

に
受
け
て

あ
わ
て
ふ
た
め
い
た
と
い
う
と
こ
ろ
か
。
と
り
わ
け
「
江
戸
表
ニ

而
御
願
済
」（
⑫
）、
企
画
は
す
で
に
動
き
始
め
て
い
る
、
こ
の
一

点
に
喜
一
郎
は
だ
ま
さ
れ
た
よ
う
に
思
え
る
。
本
来
江
戸
で
の
願

い
出
が
必
要
だ
っ
た
か
ど
う
か
。
詐
欺
に
引
っ
か
か
る
心
理
と
い

う
の
は
こ
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
と
こ
ろ
が
、「
御
当
地
」
の

「
先
願
」
で
あ
る
こ
と
に
価
値
を
置
い
て
い
る
喜
一
郎
は
正
攻
法

を
選
ん
だ
。
奉
行
所
に
あ
て
自
分
が
「
先
願
」
だ
と
主
張
、
後
か

ら
願
い
出
た
「
一
九
」
に
許
可
が
出
る
な
ど
と
い
う
こ
と
が
あ
れ

ば
「
甚
以
残
念
」
な
こ
と
だ
し
、
し
か
も
こ
の
「
一
九
」
は
「
他

所
者
」
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
再
願
し
た
。
話
を
信
じ
さ
せ
た
所

ま
で
は
よ
か
っ
た
が
、
恐
ら
く
は
金
を
せ
し
め
る
の
に
失
敗
し
た

偽
一
九
、
当
て
が
は
ず
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
実
際
、
こ
の

話
は
以
後
出
て
こ
な
い
。
私
共
「
共
」
は
必
ず
し
も
複
数
を
示
す
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の
で
は
な
く
、
へ
り
く
だ
っ
た
意
味
を
表
す
。

⑫
趣
向 
こ
こ
で
は
企
画
。
江
戸
表
ニ
而
願
済
之
由
「
願
済
」
は

「
一
九
」
が
出
版
許
可
を
江
戸
町
奉
行
に
す
で
に
願
い
出
て
い
る
。

あ
る
い
は
、
そ
の
許
可
を
得
て
い
る
。
願
書
き
に
書
き
付
け
て
い

る
ほ
ど
な
の
だ
か
ら
、
こ
れ
に
喜
一
郎
は
取
り
立
て
て
強
く
反
応

し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。「
由
」
は
伝
聞
の
「
…
と
い
う
こ
と
」。

当
所 

和
歌
山
城
下
町
。
諸
商
売
向
「
諸
商
売
向
き
」（
各
商
店
連

中
）
を
集
め
た
『
買
物
独
案
内
』。
開
板 

直
接
に
は
、
木
版
刷
り

の
版
木
を
作
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
出
版
す
る
こ
と
。

⑬
先
願
有
之
「
一
九
」
よ
り
先
に
喜
一
郎
が
和
歌
山
町
奉
行
に
願

い
出
て
い
る
こ
と
。
そ
れ
は
特
段
の
意
味
は
持
た
な
い
の
だ
が
、

喜
一
郎
は
そ
こ
に
価
値
を
置
い
て
い
る
。「
先
願
致
候
」
で
も
な

け
れ
ば
「
先
願
ニ
付
」
で
も
な
い
、「
先
願
有
之
」
と
い
う
表
現

は
、「
先
願
」し
た
と
い
う
権
利
を
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

申も
う（
し
）聞き（
け
）

 

申
し
聞
か
せ
る
。

⑭
何
連
「
連
」
は
平
仮
名
の
「
れ
」。
可
願
出
「
可
」
単
独
で
も

話
し
手
の
意
志
。「
可
…
候
」
の
方
が
丁
寧
。
こ
こ
で
は
「
…
だ

ろ
う
」
と
い
う
、
話
し
手
の
推
量
。

⑮
右
者
前
段
之
通
私
共
より
再
応
奉
願
上
候
義
奉
恐
入
候
「
右
」
は

『
買
物
独
案
内
』
の
出
版
願
い
。「
前
段
之
通
」
は
、
前
で
述
べ
た

通
り
。
⑨
か
ら
⑩
に
か
け
て
の
、「
御
取
扱
難
被
成
下
候
段
被
仰

聞
、
奉
畏
候
義
ニ
御
座
候
、
右
ニ
付
候
而
者
、
押
而
奉
願
上
候
義

奉
恐
入
候
」
を
指
し
て
い
る
。「
再
応
」
は
、く
り
か
え
し
。
再
び
。

⑩
の
注
参
照
。

⑯
右
之
者
へ
御
免
も
御
座
候
義
ニ
御
座
候
へ
ハ
「
右
の
者
（
一
九
）

に
許
可
が
下
り
る
と
い
う
事
態
に
で
も
な
る
な
ら
ば
」。
意
味
が

取
り
に
く
い
が
、
前
者
の
「
御
座
候
」
は
「
御
免
」
が
出
る
。
後

者
は
そ
う
い
う
事
態
に
な
る
。甚
以
残
念
之
至 「
以
」は
強
調
。「
甚

以
」
と
「
至
」
は
同
義
反
復
。
自
分
が
「
先
願
」
で
あ
り
喜
一
郎

は
そ
こ
に
価
値
を
置
い
て
い
る
の
に
、
後
に
願
い
出
た
も
の
に
許

し
が
出
る
な
ら
ば
残
念
だ
、あ
る
い
は
そ
れ
は
筋
違
い
だ
の
意
味
。

他
所
者 

こ
こ
で
は
他
領
の
者
。
紀
州
藩
外
の
者
。
近
世
に
は
こ

う
し
た
使
い
方
も
多
い
。

⑰
御
免
被
為
遊
「
遊
」
は
補
助
動
詞
で
、
こ
こ
で
は
「
御
免
」
の

実
行
者
（
奉
行
所
）
に
対
す
る
尊
敬
の
念
を
示
す
。「
御
・
被
・
為
・

遊
」
で
四
重
の
敬
語
。
未
八
月 

全
く
同
文
の
異
本
「『
買
物
独
案

内
』
出
版
願
い
」（
九
二
三
一

−

七
）
は
「
未
閏
七
月
」
付
け
に

な
っ
て
い
る
。「
閏
七
月
」
の
あ
る
未
年
は
、
近
世
で
は
天
保
六

年
（
一
八
三
五
）
し
か
な
い
。
こ
の
「
未
八
月
」
も
天
保
六
年
な
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３　

半
丁
で
十
匁

【
三
度
目
の
出
版
願
い
】

〔
釈
文
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
物
屋
仲
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喜
一
郎
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〻

　
　

①
乍
恐
奉
願
上
候
口
上　
　
　

大
二
郎
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〻

一
御
国
諸
問
屋
ヲ
初
諸
商
売
幷
諸
職
方
、

　

何
商
売
者
何
町
何
屋
某
ト
相
認
出
板

　

仕
度
奉
存
候
間
、
②
何
卒
出
板
御
免

　

被
為
成
下
候
様
、
偏
ニ
奉
願
上
候

一
③
仕
方
之
義
者
別
帖
之
通
り
仕
り
、

〔
読
み
下
し
文
〕

　
　

①
恐
れ
乍な

が

ら
願
い
上
げ
奉
た
て
ま
つり
候
口こ
う

上
じ
ょ
う

一
御
国
諸
問
屋
を
初
め
諸
商
売
幷な
ら
びに
諸
職し
ょ
く

方か
た

、

　

何
商
売
は
（
者
）
何
町
何
屋
某ぼ
う

と
相
認し
た
ため
出
版
（
出
板
）

　

仕
り
度た

く
存
じ
奉
り
候
間あ
い
だ、
②
何な
に
と
ぞ卒
出
板
御
免

　

成
し
下
せ
ら
れ
（
被ら

れ
レ
為せ
二

成な（
し
）下く
だ

一
）
候
様
、

　
　
　
　
　

�

偏ひ
と
えに
願
い
上
げ
奉
り
候

一
③
仕
方
之の

義
は
別
帖ち
ょ
う

之
通
り
仕
つ
か
ま
つり
、

　
「
御
国
御
城
下
諸
商
売
買
物
独ひ

と
り

案
内
」

　

九
年
後
、坂
本
屋
兄
弟
は
三
度
目
の
出
版
願
い
を
提
出
し
ま
す
。

「
一
九
」
が
訪
れ
た
後
に
出
し
た
二
度
目
の
願
い
も
許
可
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
今
回
の
願
い
に
は
、
出
版
見
本
の

「
別
帖
」
も
付
け
て
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、『
買
物
独
案
内
』
は

そ
の
後
出
版
さ
れ
た
形
跡
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
兄
弟
が
何

度
も
願
い
出
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
局
出
版
許
可
が
下
り
な
い

ま
ま
立
ち
消
え
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

年
（
一
八
三
五
）
し
か
な
い
。
こ
の
「
未
八
月
」
も
天
保
六
年
な

の
で
あ
ろ
う
。
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①

③

②

（
付
箋
）
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④

⑤
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（
付
箋
）

⑥

⑦
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御
国
御
城
下
諸
商
売
買
物
独
案
内

　

出
板
仕
度
奉
存
候

④
右
之
通
り
出
板
仕
候
へ
者
、
当
御
城
下
不
案
内
之

遠
方
之
人
々
、
売
買
ニ
弁
利
宜
敷
候
様

奉
存
候
間
、
⑤
何
卒
御
聞
済
被
為
成
下
候
へ
者

難
有
仕
合
奉
存
候
、
此
段
乍
恐
奉
願
上
候
、
以
上

　

天
保
十
五
年

　
　
　
　

辰
八
月

東
御
番
所
様

（
付
箋
）

⑥
「
彫
刻
之
義
ハ
半
丁
ニ
付
代
銀
拾
匁

相
掛
り
候
付
、
⑦
半
丁
或
ハ
二
ツ
割
・
三
ツ
割
、

其
人
々
之
望
ニ
任
せ
、
右
割
合
を
以
て

相
対
之
上
加
入
為
仕
度
奉
存
候
」

　
　
　
　
　
（
坂
本
屋
文
書
九
二
三
一

−

三
）

〔
文
意
例
〕

　
　

①
恐
れ
な
が
ら
お
願
い
い
た
す
口
上
書
き

一
御
国
（
の
産
物
を
扱
う
）
諸
問
屋
を
初
め
諸
小
売
商
な
ら
び
に
諸
職
人
に
つ
い
て
、

　

出
板
仕
り
度
く
存
じ
奉
り
候

④
右
之
通
り
出
板
仕
り
候そ

う
らえ
ば
（
へ
者
）、
当
御
城
下
不
案
内
之

遠
方
之
人
々
、
売
買
に
便
利
（
弁
利
）
宜よ

ろ

し
く
（
敷
）
候
様

存
じ
奉
り
候
間
、
⑤
何な

に
と
ぞ卒
御
聞
き
済
み
成
し
下
せ
ら
れ
候そ
う
らえ
ば

有
り
難
き
仕
合
わ
せ
に
存
じ
奉
り
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

此こ
の

段
恐
れ
乍
ら
願
い
上
げ
奉
り
候
、
以
上

（
付
箋
）

⑥
「
彫
刻
之
義
は
半
丁ち
ょ
うに
付
き
代
銀
拾
じ
ゅ
う

匁も
ん
め
　

相
掛
り
候
に
付
き
、
⑦
半
丁
あ
る
い
は
二
つ
割
り
・
三
つ
割
り
、

其そ
の

人
其
人
之
望
み
に
任
せ
、
右
割
合
を
以
て

相あ
い
た
い対
之
上
加
入
仕
ら
せ
（
為せ
レ

仕
つ
か
ま
つ（
ら
）
）
度
く
存
じ
奉
り
候
」
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何
の
商
売
は
何
町
の
何
屋
某
（
と
い
う
店
が
あ
る
）
と
認し
た
ため
出
版

　

致
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
②
ど
う
か
出
版
の
御
許
可
を

　

下
さ
い
ま
す
様
に
、
た
だ
た
だ
願
い
上
げ
ま
す
。

一
③
仕
方
に
つ
い
て
は
別
帖
の
通
り
に
い
た
し
、

　
『
御
国
御
城
下
諸
商
売
買
物
独
案
内
』
を

　

出
版
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

④
右
の
通
り
出
版
致
し
ま
し
た
な
ら
ば
、
当
御
城
下
に
不
案
内
の

遠
方
の
人
々
に
と
っ
て
、
売
買
に
便
利
に
な
る
様
に

思
い
ま
す
の
で
、
⑤
ど
う
か
御
聞
き
入
れ
下
さ
い
ま
す
れ
ば

有
り
難
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
こ
の
件
、
恐
れ
多
い
こ
と
で
す
が
お
願
い
申
し
ま
す
、
以
上
。

（
付
箋
）

⑥
「（
版
木
の
）
彫
刻
に
つ
い
て
は
半
丁
に
つ
い
て
代
銀
拾
匁

か
か
る
の
で
、
⑦
（
店
の
掲
載
の
大
き
さ
を
）
半
丁
（
一
頁
）
あ
る
い
は
（
半
丁
の
）
二
分
の
一
・
三
分
の
一
（
と
い
う
よ
う
に
）

そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
望
み
に
任
せ
、
右
の
割
合
（
半
丁
・
二
ツ
割
・
三
ツ
割
）
で

承
知
の
上
（
掲
載
料
を
取
っ
た
上
で
）
加
入
致
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
」

〔
語
意
・
語
法
〕

①
書
物
屋
仲
間 

喜
一
郎
㊞
・
大
二
郎
㊞
「
仲
間
」
は
株
仲
間
の

こ
と
。
こ
こ
で
は
兄
弟
連
名
で
願
い
を
出
し
て
い
る
。
弟
の
大
二

郎
は
昌
し
ょ
う

平へ
い

河が

し岸
（
和
歌
山
市
の
寄よ
り
あ
い
ば
し

合
橋
西
詰
か
ら
小こ

人び
と

町ま
ち

東
端
に

か
け
て
の
川
沿
い
の
地
）
に
店
を
構
え
て
い
た
（
前
掲
須
山
稿
）。
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「
㊞
」
は
墨
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
坂
本
屋
文
書
は
内
容
・
形
式

か
ら
す
べ
て
が
写
し
と
思
わ
れ
る
が
、
捺
印
部
分
を
通
常
の
よ
う

に
「
印
」
の
文
字
や
空
白
に
し
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。

写
し
な
の
に
あ
え
て
印
を
捺
し
て
提
出
時
の
姿
を
再
現
し
、
そ
の

内
い
く
つ
か
は
印
部
分
を
さ
ら
に
墨
で
抹
消
し
た
り
破
っ
た
り
す

る
こ
と
で
写
し
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
印
影
の

抹
消
も
そ
の
一
例
で
、
提
出
し
な
か
っ
た
願
い
書
き
が
残
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
。御
国
諸
問
屋
ヲ
初
諸
商
売

諸
職
方 

１
項【『
買

物
独
案
内
』
出
版
願
い
】
の
「
口
上
」
に
あ
る
「
御
国
御
国
産
幷

ニ
諸
問
屋
を
初
諸
商
売
・
諸
職
方
」、
す
な
わ
ち
領
国
の
産
物
お

よ
び
こ
れ
を
取
り
扱
う
と
こ
ろ
の
商
人
・
職
人
の
う
ち
、「
御
国

産
（
物
）」
が
抜
け
た
形
と
と
る
べ
き
だ
ろ
う
。
字
義
通
り
の
、

徳
川
家
の
領
国
、
紀
伊
・
伊
勢
全
域
の
問
屋
・
商
人
・
職
人
の
こ

と
で
は
な
い
。

②
偏
ニ
奉
願
上
候 

天
保
六
年
、前
年
に
引
き
続
い
て
の
前
項
「
再

応
」
願
い
の
際
に
は
、「
押
而
」（
再
応
）「
奉
願
上
候
義
奉
恐
入

候
ニ
付
、
其
儘
ニ
相
成
御
座
候
」「
私
共
より
再
応
奉
願
上
候
義
奉

恐
入
候
得
共
」、
と
い
う
大
変
な
気
の
使
い
様
だ
っ
た
。
九
年
後

の
今
回
は
、
そ
う
し
た
表
現
は
一
切
示
さ
れ
て
い
な
い
、「
再
願
」

と
す
ら
書
い
て
い
な
い
。
法
令
が
数
年
経
て
ば
自
然
消
滅
す
る
た

め
に
、
同
じ
内
容
の
法
令
が
繰
り
返
し
繰
り
返
し
出
し
続
け
ら
れ

た
こ
と
と
同
じ
考
え
方
な
の
だ
ろ
う
。
九
年
前
の
願
書
き
は
今
や

自
然
消
滅
し
て
い
て
、
そ
の
た
め
今
回
の
願
い
は
再
願
に
は
な
ら

な
い
、
恐
縮
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
こ
と
と
思
え
る
。

③
別
帖 

次
項
に
取
り
上
げ
た
『
和
歌
山
買
物
独
案
内
』。

④
不
案
内
「
内
」
は
一
画
目
の
縦
画
を
省
い
て
い
る
の
で
分
か
り

に
く
い
か
。

⑤
東
御
番
所 

東
町
奉
行
所
の
こ
と
。
東
町
奉
行
所
・
西
町
奉
行

所
は
広
瀬
（
和
歌
山
市
元
町
奉
行
丁
二
丁
目
）
に
あ
り
、
月
番
制

だ
っ
た
と
い
う
（
三
尾
功
『
城
下
町
和
歌
山
百
話
』）。

⑥
彫
刻 

版
木
の
製
作
。
半
丁 

見
開
い
た
帳
面
の
片
面
。
半
分
に

折
っ
た
紙
の
大
き
さ
。
す
な
わ
ち
板
木
半
分
。
代
銀
拾
匁 

上か
み

方が
た

は
銀
遣
い
経
済
。
金
一
両
＝
銀
五
〇
目
（
匁
）
＝
約
一
五
万
円
で

換
算
す
れ
ば
、「
拾
匁
」
は
三
万
円
ほ
ど
に
な
る
。
一
冊
七
、八
十

丁（
今
の
一
五
〇
頁
ほ
ど
）の
和
綴
じ
本
で
、版
木
代
だ
け
で
も
四
、

五
百
万
円
。
版
元
と
し
て
も
多
く
の
版
本
の
版
木
を
負
担
す
る
の

は
困
難
な
の
で
、
多
く
の
場
合
、
版
木
を
数
軒
の
版
元
で
持
ち
合

う
相あ

い
あ
い
ば
ん

合
版
の
形
で
出
版
す
る
こ
と
に
な
る
。「
匁
」
は
小
丸
の
あ
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【『
買
物
独
案
内
』「
序
」】

〔
釈
文
〕

と
筆
を
左
上
に
戻
し
右
下
に
向
か
う
べ
き
所
、
戻
さ
ず
に
下
に
下

ろ
し
て
か
ら
跳
ね
上
げ
て
い
る
の
で
分
か
り
に
く
い
。

⑦
半
丁
或
ハ
二
ツ
割
・
三
ツ
割
「
二
ツ
割
・
三
ツ
割
」
は
、
帳
面

片
面
の
二
分
の
一
、三
分
の
一
。
商
人
ひ
と
り
当
た
り
の
、『
買
物

独
案
内
』
に
掲
載
す
る
紙
面
の
大
き
さ
。
其
人
々
之
望
ニ
任
せ 

「
々
」
は
「
人
」
に
だ
け
か
か
る
の
で
は
な
く
「
其
人
」
二ふ
た

文
字

に
か
か
り
、「
其
人
其
人
」
と
読
み
と
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。
相

対
之
上
加
入
為
仕
「
相
対
」
は
、
合
意
す
る
。
納
得
す
る
。「
為
」

は
使
役
。「
さ
せ
る
」。
こ
う
し
て
、「
彫
刻
之
義
ハ
半
丁
ニ
付
代

銀
拾
匁
相
掛
り
候
付
、
半
丁
或
ハ
二
ツ
割
・
三
ツ
割
、
其
人
々
之

望
ニ
任
せ
、
右
割
合
を
以
て
相
対
之
上
加
入
為
仕
度
」
は
、
版
木

代
は
拾
匁
と
い
う
高
額
な
の
で
、
掲
載
面
の
大
き
さ
を
選
ば
せ
、

そ
の
割
合
で
合
意
の
上
（
掲
載
割
合
に
見
合
っ
て
版
木
代
を
負
担

さ
せ
）
加
入
さ
せ
る
、
と
い
う
意
味
だ
と
解
釈
で
き
る
。
金
銭
に

ま
つ
わ
る
こ
と
な
の
で
、
掲
載
者
に
版
木
代
を
負
担
さ
せ
る
と
い

う
直
接
的
表
現
を
避
け
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
仕
組
み
に
よ
っ
て
坂

本
屋
は
、
版
木
の
負
担
と
い
う
リ
ス
ク
な
し
に
こ
の
『
独
案
内
』

を
出
版
す
る
こ
と
が
で
き
、
売
れ
た
分
だ
け
利
益
を
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
見
本
は
、「
序
」
で
、
城
下
町
を
よ
く
は
知
ら
な
い
人
々

で
も
良
心
的
な
商
店
を
選
ぶ
こ
と
が
出
来
る
と
『
買
物
独
案
内
』

の
効
用
を
う
た
い
ま
す
。
本
文
で
は
、
い
ろ
は
順
の
業
種
ご
と
に

商
店
の
広
告
を
並
べ
て
、
利
用
者
が
検
索
し
や
す
い
よ
う
に
工
夫

し
て
い
ま
す
。

４　

別
帖
『
買
物
独
案
内
』
見
本
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（
表
紙
）

「　

①

　

和

　

歌　

買
物
独
案
内

　

山　
　
　
　
　
　

」

商
人
買
物
独
案
内
序

物
必
ず
法
あ
り
、
其
法
、
言
に

あ
ら
ざ
れ
ハ
敢
て
不
随
と
、

②
実
乎
此
小
冊
乃
弁
利
を

述
る
に
、
譬
ハ
遠
近
・
智
愚
の

人
に
限
ら
ず
、
万
事
買
物
・
誂

も
の
等
、
其
道
に
奇
さ
る
品
ハ

買
に
も
売
に
も
損
失
多
し
、

③
故
に
選
ひ
て
そ
の
家
に
行

ざ
れ
ば
、
亦
し
て
も
後
悔
あ
ら
ん

数
恐
れ
て
此
小
冊
を
出
せ

り
、
④
其
買
物
を
尋
る
に
、
乾

物
な
れ
ば
か
の
字
之
部
、
古
手

な
れ
ば
ふ
の
字
之
部
と
、
其

頭
字
を
取
て
引
出
し
見
れ
ば
、

乾
物
ハ
か
の
字
に
何
町
何
丁
目

何
屋
某
と
委
あ
り
、
此
処
に

尋
ね
行
べ
し
、
⑤
代
呂
物
に
念
を

入
、
直
段
下
直
な
る
事
疑
ひ

な
き
に
よ
り
名
前
を

顕
た
れ
ハ
、
其
所
に
行
て
買

物
す
る
に
、
如
才
な
く
心
安
く
事

を
弁
じ
後
の
愁
ひ
な
し
、

⑥
殊
に
遠
国
、
亦
は
近
在
に
て

も
当
地
不
案
内
の
人
々
、

物
を
と
ゝ
の
ふ
に
、
あ
ん
じ

（
表
紙
）

①
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な
く
こ
ゝ
ろ
の
儘
に
し
て
、

人
に
尋
る
に
も
お
よ
ハ
ず
、

お
も
ふ
処
に
行
て
そ
の

自
由
な
る
こ
と
、
此
小
冊
を

見
て
知
る
へ
し

天
保

〔
読
み
下
し
文
〕

①
商あ

き
ん

人ど

買
物
独
り
案
内
序

物
必
ず
法
あ
り
、
其そ

の

法
、
言げ
ん

に

あ
ら
ざ
れ
ば
（
ハ
）
敢あ

え

て
随
わ
ず
と
、

②
実
に
（
乎
）
此こ

の

小し
ょ
う

冊さ
つ

乃の

便
利
（
弁
利
）
を

述の
ぶ

る
に
、
譬た
と
えば
遠
近
・
智ち

ぐ愚
の

人
に
限
ら
ず
、
万
事
買
物
・
誂

あ
つ
ら
え

も
の
等
、
其
道
に
奇
い
つ
わ（
り
）

 

た
（
奇
い
つ
わ（
ら
）

 

ざ
）
る
品
は

買
う
に
も
売
る
に
も
損
失
多
し
、

③
故
に
選
び
て
そ
の
家
に
行
か

ざ
れ
ば
、
亦ま

た

し
て
も
後
悔
あ
ら
ん

数す
う

恐
れ
て
此
小
冊
を
出
せ

②③
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り
、
④
其
買
物
を
尋た
ず

ぬ
る
に
、
乾

物
な
れ
ば
「
か
」
の
字
之の

部
、
古ふ
る

手て

な
れ
ば
「
ふ
」
の
字
之
部
と
、
其

頭か
し
ら

字
を
取
り
て
引
出
し
見
れ
ば
、

乾
物
ハ
「
か
」
の
字
に
何
町
何
丁
目

何
屋
某
と
委

く
わ
し
くあ
り
、
此
処と
こ
ろに

尋
ね
行
く
べ
し
、
⑤
代
物
（
代し

ろ呂
物
）
に
念
を

入
れ
、
値
段
（
直ね

段だ
ん

）
下げ

直じ
き

な
る
事
疑
い

な
き
に
よ
り
、
名
前
を

顕あ
ら
わ
した
れ
ば
其
所
に
行
き
て
買

物
す
る
に
、
如じ

ょ
さ
い才
な
く
心
安
く
事

を
弁
じ
後
の
愁う

れ

い
（
ひ
）
な
し
、

⑥
殊
に
遠お

ん
ご
く国
、
亦
は
近
在
に
て

も
当
地
不
案
内
の
人
々
、

物
を
整
う
（
と
ゝ
の
ふ
）
に
、
案
（
あ
ん
）
じ

な
く
心
（
こ
ゝ
ろ
）
の
儘
に
し
て
、

人
に
尋
る
に
も
お
よ
ば
（
ハ
）
ず
、

思
う
（
お
も
ふ
）
処
に
行
て
そ
の

自
由
な
る
こ
と
、
此
小
冊
を

④

⑤
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見
て
知
る
べ
（
へ
）
し

⑥
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〔
文
意
例
〕

①
物
に
は
必
ず
手
本
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
手
本
も
文
字
に

な
っ
て
い
な
け
れ
ば
わ
ざ
わ
ざ
従
お
う
と
は
し
な
い
（
も
の
だ
）。

②
実
際
に
（
具
体
的
に
）
こ
の
小
冊
子
の
役
立
つ
点
を

述
べ
れ
ば
、
例
え
ば
（
和
歌
山
町
か
ら
）
遠
い
人
・
近
い
人
、
も
の
の
分
か
っ
て
い
る
人
・
い
な
い

人
に
限
ら
ず
、
万
事
、
買
物
や
注
文
し
て
作
っ
た

も
の
等
、
商
業
の
筋
を
は
ず
し
た
品
物
（
い
い
加
減
な
商
品
）
は

買
う
場
合
に
も
売
る
場
合
に
も
損
失
が
多
い
。

③
故
に
、
選
ん
だ
上
で
そ
の
商
家
に
行

か
な
け
れ
ば
、
ま
た
し
て
も
後
悔
が
あ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う

成
り
行
き
を
恐
れ
て
こ
の
小
冊
子
を
出
版
し

た
。
④
そ
の
買
物
に
つ
い
て
調
べ
る
に
は
、
乾

物
な
ら
ば
「
か
」
の
字
の
部
、
古
手

な
ら
ば
「
ふ
」
の
字
の
部
と
、
そ
の

頭
文
字
を
取
っ
て
引
出
し
て
見
れ
ば
、

乾
物
は
「
か
」
の
字
に
何
町
何
丁
目

何
屋
某
と
詳
し
く
出
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に

尋
ね
て
行
く
と
よ
い
。
⑤
商
品
に
念
を
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入
れ
て
い
て
、
値
段
が
安
い
事
に
間
違
い

な
い
か
ら
（
こ
の
小
冊
子
に
）
名
前
（
屋
号
）
を

載
せ
た
の
で
、
そ
こ
に
行
っ
て
買

物
を
し
て
も
、
失
敗
も
な
く
安
心
し
て
事

が
済
み
（
買
い
物
が
出
来
）、
後
の
心
配
も
な
い
。

⑥
殊こ

と
さ
らに
遠
い
地
方
、
ま
た
は
近
在
で

も
当
地
（
和
歌
山
の
町
）
不
案
内
の
人
々
は
、

（
こ
の
小
冊
子
を
見
れ
ば
）
物
を
整
え
る
の
に
（
買
い
物
す
る
の
に
）
不
安
も

な
く
思
っ
た
通
り
に
し
て
（
思
い
通
り
の
店
に
行
け
て
）、

人
に
尋
ね
る
必
要
も
な
い
、

思
い
の
店
に
行
き
、
そ
の

心
の
ま
ま
で
あ
る
と
い
う
状
態
は
、
こ
の
小
冊
子
を

見
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

〔
語
意
・
語
法
〕

①
必
ず
「
ず
」
は
「
須
」
に
「゙
」。
以
下
、
漢
字
を
く
ず
し
た
形

の
平
仮
名
が
多
い
。
法
あ
り
「
法
」
は
手
本
。
模
範
。「
あ
」
は

「
阿
」。
言
に
あ
ら
ざ
れ
ハ
「
言
」
は
文
字
。「
に
」
は
「
丹
」。「
ら
」

は
点
を
抜
い
て
い
る
の
で
分
か
り
に
く
い
。「
れ
」
は
「
連
」。
不

随
と
「
と
」
は
「
登
」。

②
実
乎 
実
際
に
。「
乎
」
は
平
仮
名
の
「
に
」
と
し
て
使
っ
て
い

る
。
小
冊 
小
型
の
薄
い
書
物
。
小
冊
子
。
弁
利 

便
利
。
役
立
つ
。

譬
ハ 

例
え
ば
。
限
ら
ず
「
ず
」
は
「
春
」
に
「゙
」。
誂
も
の
「
誂
」
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は
「
言
」（
ご
ん
べ
ん
）
が
「
イ
」（
に
ん
べ
ん
）
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
其
道「
道
」は
、守
る
べ
き
道
理
。
奇
さ
る「
さ
」は「
太
」

の
く
ず
し（
平
仮
名
の「
た
」）に
横
画
を
追
加
し
た
も
の
か
。「
損

失
多
し
」
な
の
だ
か
ら
、「
奇

い
つ
わ（
ら
）さ0

る
（
偽
ら
ざ
る
＝
間
違
い
の

な
い
）
品
」
で
は
な
く
、「
奇

い
つ
わ（
り
）た0

る
（
偽
り
た
る
）
品
」
に
し

な
け
れ
ば
意
味
が
と
れ
な
い
。
①
の
「
あ
ら
ざ
れ
ハ
」、③
の
「
行

ざ
れ
ば
」の「
ざ
」は
、両
方
と
も
起
筆
部
が
上
か
ら
入
っ
て
い
て
、

第
一
画
横
画
の
終
筆
部
か
ら
筆
を
離
さ
ず
に
、
そ
の
ま
ま
第
二
画

右
下
へ
の
運
筆
に
つ
な
げ
て
い
る
。
濁
点
も
付
し
て
「
ざ
」
に
し

て
い
る
。
一
方
、「
奇
さ
る
」
の
「
さ
」
は
、
第
二
画
右
下
へ
の

運
筆
か
ら
入
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
第
一
画
横
画
か
ら
入
っ
た

場
合
の
①
③
の
よ
う
な
、
第
二
画
右
下
へ
の
運
筆
へ
の
つ
な
が
り

も
な
い
。「
さ
」
の
ま
ま
で
、
濁
点
も
付
け
て
い
な
い
。
こ
の
こ

と
か
ら
「
太
」
の
く
ず
し
字
に
、
間
違
っ
て
後
筆
で
横
画
を
入
れ

て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

③
亦
し
て
も 「
し
」は「
志
」。
数 

成
り
行
き
。「
数
」は
、部
首「
攵
」

を
「
攴
」
に
し
て
い
る
。
出
せ
り
「
り
」
は
「
里
」。

④
尋
る 

捜
し
求
め
る
。
乾
物
な
れ
ば 「
な
」
は
「
奈
」。
古
手 

古

着
。
古
道
具
。
頭
字 

頭
文
字
。
尋
ね
行
べ
し
「
へ
」
は
「
遍
」。

⑤
代
呂
物 

代
物
。
商
品
。
下
直 

安
い
。
疑
ひ
な
き
に
よ
り
「
き
」

は「
起
」。「
よ
」は「
与
」。
名
前
を
顕
た
れ
ハ 

商
人
の
屋
号
を『
買

物
独
案
内
』
に
載
せ
る
。「
代
呂
物
に
念
を
入
、
直
段
下
直
な
る

事
疑
ひ
な
き
に
よ
り
」
と
あ
る
の
で
、
版
元
（
坂
本
屋
兄
弟
）
が

調
査
し
選
別
し
、信
用
の
お
け
る
商
人
な
の
で
掲
載
し
た
の
意
味
。

『
独
案
内
』
を
売
ら
ん
が
た
め
の
誇
張
な
の
で
は
な
く
、
掲
載
ま

で
に
そ
う
し
た
手
間
ひ
ま
を
実
際
か
け
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、

こ
の
「
三
度
目
の
出
版
願
」
の
（
付
箋
）
部
分
、「
相
対
」
と
い

う
表
現
に
は
そ
の
作
業
を
含
ん
で
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。「
を
」

は
「
越
」。
其
所
に
「
に
」
は
「
爾
（
尓
）」。
如
才
な
く 

手
抜
か

り
が
な
い
。心
安
く 

安
心
し
て
。弁
じ 

済
む
。愁
ひ 

不
安
。心
配
。

⑥
遠
国 

遠
い
地
域
。「
国
」
は
「
伊い

勢せ
の
く
に国
」「
摂せ
っ
つ
の
く
に

津
国
」
な
ど
と

い
う
時
の
「
国
」。
亦
は
「
は
」
は
「
盤
」。
と
ゝ
の
ふ
に
「
に
」

は「
耳
」。
あ
ん
じ「
案あ

ん
じ」。
心
配
。
こ
ゝ
ろ
の
儘 

思
い
通
り
。「
ろ
」

は
「
路
」。
お
よ
ハ
ず
「
お
」
は
「
於
」。
自
由 

心
の
ま
ま
。
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【『
買
物
独
案
内
』（
本
文
）】

〔
釈
文
〕

⑦
糸
物　

庭
石　

石
工

い○
硫
黄　

石
摺　

入
は
師

　

石
灰

　
　

若
山
何
町
何
丁
目

　
　

神
社
仏
閣
御
飾
・
紐
・
房

　
松 

万
糸
物
卸
所

　
　

幷
組
物
御
望
次
第

　
　
　
　

松
屋
五
兵
衛

口
中
一
切
療
治
、
歯
薬

　

小
児
あ
し
き
は
を
ぬ
き
は
や
ら
じ

　
　

男女
入
は
師

　
　

若
山
何
町
何
丁
目

　
　
　

松
井
何
ヽ

⑧
石
印
・
銅
印

御
印
判
・
板
木
師

　
　

何
町

　
　
　

何
ヽ

⑦
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何
町

石
灰
所　
何
ヽ

御
好
治
第
幷
庭
石

石
細
工

　
　

何
町
何
ヽ

⑨
唐
物　

時
計　

鳥

と○
問
屋　

諸
道
具　

戸
棚

　

戸
幷
障
子　

砥
石

　

戸　

若
山
ヽ
ヽ

　

万
建
具
所

　
　
　

其
外
出
来
合
物

　

障
子　
　

御
好
次
第

諸
道
具
類

唐
物
・
小
間
物

　

其
外
細
工
物
品
々

⑩
時
計
師

御
鳥
所

⑧
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戸
棚
・
簞
笥
所

砥
石
所

⑪
紙　

乾
物　

金
物

か○
刀
・
脇
差　

綛
糸　

鏡

　

笠　

傘
・
ち
ょ
ち
ん

　

若
山
何
町

　

諸
紙
類

　
　

紙
屋
何
ヽ

　

本
町
九
丁
目

　
　
　

何
ヽ

　

売用
傘
所

　

幷
提
灯

　
　

日
笠

⑫　

何
町

　
　
　
　

何
ヽ

金
物
所
幷
打
物

　
　

金
屋
丁

鍋
・
釜
所　
何
ヽ

⑨
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⑦
石い
し

工く 

石
職
人
。
硫
黄 

硫い

黄お
う

木ぎ

の
商
い
所
。
硫
黄
木
（
付
け
木
）

は
、
薄
木
の
端
に
硫
黄
を
塗
っ
た
も
の
で
、
火
を
移
す
の
に
用
い

た
。
石
摺 

石い
し

摺ず

り
絵
（
版
画
）
の
商
い
所
。
石
灰 

肥
料
と
し
て

石い
し
ば
い灰
（
石せ
っ
か
い灰
）
を
商
っ
て
い
る
店
。
御
飾
・
紐
・
房
「
お
か
ざ
り
・

ひ
も
・
ふ
さ
」。
万

よ
ろ
ず

糸い
と
も
の物
卸お
ろ
し
ど
こ
ろ
所
「
所
」
は
「
商
い
所ど
こ
ろ」
の
「
所
」。

既
製
の
商
品
を
並
べ
て
あ
る
所
。
商
店
。
た
だ
し
、「
組
物
」
は

「
御
望
次
第
」
に
作
り
上
げ
る
。
あ
し
き
は
を
ぬ
き
は
や
ら
じ
「
悪

し
き
歯
を
抜
き
は
遣や

ら
じ
」。
虫
歯
の
抜
歯
は
し
な
い
。「
ぬ
き
は
」

の「
は
」は「
巴
」。男
・
女 

入
は
師 「
入
は
師
」は
、入
れ
歯
師
。「
師
」

は
、
既
製
品
を
売
る
「
所
」
と
区
別
し
、
客
の
注
文
に
応
じ
ら
れ

る
技
術
を
持
っ
た
人
物
を
い
う
。
女
性
に
は
お
歯
黒
の
習
慣
が
あ

り
、
男
性
と
は
異
な
っ
た
入
れ
歯
に
な
る
た
め
に
「
男
・
女
」
の

　
　

何
町
何
丁
目

御
鏡
所　
何
ヽ

　
　

何
ヽ
何
ヽ

刀
・
脇
指
所

　

幷
と
ぎ
仕
候

　
（
坂
本
屋
文
書
九
二
三
一

−

四
）

〔
語
意
・
語
法
〕

⑩
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区
別
を
表
記
し
た
の
だ
ろ
う
。

⑧
御
印
判
・
板は

ん

木ぎ

師 

掘
る
と
い
う
共
通
の
技
術
で
、
印
判
と
版

木
を
同
時
に
扱
っ
て
い
る
。
御
好
治
第
石
細
工
・

庭
石
「
御
好

治
第
」
は
「
お
好
み
次
第
」。
石
細
工
は
注
文
製
作
、庭
石
は
販
売
。

⑨
唐
物
「
か
ら
も
の
・
と
う
ぶ
つ
」。
中
国
や
そ
の
他
の
外
国
か

ら
輸
入
し
た
雑
貨
。
戸
・
障
子
其
外
、
出
来
合
物
・
御
好
次
第 

戸
・

障
子
そ
の
他
の
建
具
に
つ
い
て
、「
出で

き来
合あ
い

」（
既
製
の
物
）
と
注

文
製
作
を
兼
ね
て
い
る
。

⑩
時
計
師
「
時
計
所
」
で
な
い
か
ら
、
注
文
に
応
じ
て
作
り
、
修

繕
し
た
こ
と
に
な
る
。

⑪
綛か

せ
い
と糸 

特
に
紀
州
特
産
の
木
綿
糸
を
い
う
。
鏡 

も
ち
ろ
ん
ガ
ラ

ス
で
は
な
く
、
銅
製
あ
る
い
は
鉄
製
。
曇
っ
て
く
れ
ば
磨
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
売
用 

傘
所

提
灯
「
売
用 

傘
所
」
と
い

う
の
だ
か
ら
、
一
方
に
貸
し
傘
屋
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。「
傘

所
幷
提
灯
」
は
、
両
方
と
も
竹
の
骨
組
み
に
和
紙
を
貼
る
と
い
う

同
じ
作
業
工
程
で
あ
る
た
め
に
、
同
じ
店
で
製
造
・
販
売
し
て
い

る
。

⑫
打
物 
打
ち
鍛
え
て
作
っ
た
金
属
器
具
。
こ
こ
で
は
鎌か
ま

・
鍬く
わ

な

ど
の
鉄
製
農
具
。
と
ぎ
仕
候
「
研
ぎ
仕
り
候
」。

⑪
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⑫
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５　

藩
国
学
者
長
沢
衛
門
「
封
印
」

【
貸
し
上
げ
書
物
御
下
げ
願
い
】

〔
釈
文
〕

　
　
　

①
乍
恐
奉
願
上
口
上

一
私
義
、
兼
而
長
沢
六
郎
様
江
御
出
入
仕
候
所
、

　

御
同
人
様
御
惣
領
衛
門
様
、
此
度
御
封
印
ニ

　

相
成
候
様
承
り
申
候
、
②
夫
ニ
付
別
紙
目
録
之
通

　

書
物
御
か
し
上
仕
御
座
候
、
其
内
ニ
者
外
方

　

御
屋
敷
様
ニ
而
か
り
合
候
品
も
御
座
候
ニ
付
、

　

坂
本
屋
兄
弟
が
出
版
し
た
書
物
の
中
に
は
、
藩
の
家
臣
で

国こ
く
が
く
し
ゃ

学
者
（
和
学
者
）
で
も
あ
っ
た
長
沢
衛え

門も
ん

の
著
作
も
数
多
く
あ

り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
衛
門
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）

六
月
、
藩
の
政
争
の
た
め
に
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
六
月
に

は
揚

あ
が
り

座
敷
入い
り

（
座
敷
牢
入
り
）
の
処
罰
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
影
響
は
坂
本
屋
に
も
及
び
ま
す
。
藩
は
衛
門
の
屋
敷
に

あ
っ
た
書
物
を
押
収
し
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
坂
本
屋
が
衛
門
に
貸

し
渡
し
た
も
の
も
入
っ
て
い
ま
し
た
。
当
初
坂
本
屋
は
こ
れ
を
大

し
た
問
題
で
は
な
い
、
藩
は
書
物
が
す
べ
て
衛
門
の
も
の
と
勘
違

い
し
て
押
収
し
た
の
だ
と
考
え
た
の
で
し
ょ
う
、
本
来
の
持
ち
主

で
あ
る
坂
本
屋
に
容
易
に
返
還
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
た
よ

う
で
、
返
還
願
い
を
奉
行
所
に
提
出
し
ま
す
。

〔
読
み
下
し
文
〕

　
　
　

①
恐
れ
乍
ら
願
い
上
げ
奉
る
口
上

一
私
義
、
兼
て
長
沢
六
郎
様
へ
御
出
入
り
仕
り
候
所
、

　

御
同
人
様
御
惣
領
衛え

門も
ん

様
、
此こ
の
た
び度
御
封
印
に

　

相あ
い

成
り
候
様
承
り
申
し
候
、
②
夫そ
れ

に
付
き
別
紙
目
録
之の

通
り

　

書
物
御
か
し
（
貸
し
）
上
げ
仕
り
御
座
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

其そ
の
う
ち内
に
は
（
者
）
外そ
と
か
た方
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①

②

③
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御
屋
敷
様
に
て
（
而
）
か
り
（
借
り
）
合
い
候
品
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
座
候
に
付
き
、

　

③
何
卒
此
段
格
別
之
御
思
召
を
以
、
右

　

別
紙
書
物
目
録
之
通
り
私
江
御
下
ケ
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被
為
成
下
候
様
、
乍
恐
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　

卯
六
月

西
御
番
所
様

　
　
　
　
（
坂
本
屋
文
書
九
二
三
一

−

二
三
）

〔
文
意
例
〕

　
　

①
恐
れ
な
が
ら
お
願
い
い
た
す
口
上
書
き

一
私
は
、
以
前
か
ら
長
沢
六
郎
様
（
の
御
宅
）
に
出
入
を
致
し
て
お
り
ま

し
た
が
、

　

御
同
人
様
の
御
惣
領
衛
門
様
が
、
こ
の
度
屋
敷
押
し
込
め
の
処
分
に

　

な
っ
た
様
に
承
り
ま
し
た
。
②
そ
れ
に
関
係
し
て
別
紙
目
録
の
通
り

　
（
衛
門
様
に
）
書
物
を
御
貸
し
致
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
他
の

　

御
屋
敷
の
方
か
ら
借
り
合
っ
た
書
物
も
あ
り
ま
す
の
で
、

　

③
ど
う
か
こ
の
こ
と
に
格
別
の
御
思
し
召
し
を
以
て
、
右

　

別
紙
書
物
目
録
の
通
り
私
へ
御
返
し

　

下
さ
い
ま
す
よ
う
、
恐
れ
な
が
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
、
以
上

〔
語
意
・
語
法
〕

　

③
何な

に
と
ぞ卒
此こ
の

段
格
別
之
御お

ぼ思
し
召め

し
を
以
っ
て
、
右

　

別
紙
書
物
目
録
之
通
り
私
へ
（
江
）
御
下
げ

　

成
し
下
せ
ら
れ
（
被ら

れ
レ
為せ
二

成な（
し
） 

下く
だ

一
）
候
様
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恐
れ
乍
ら
願
い
上
げ
奉
り
候
、
以
上

①
乍
恐 

願
い
出
の
際
の
定
型
句
。
奉
願
上
「
奉
」
は
謙
譲
語
。

口
上
「
口
上
書
き
」
の
略
。
私
義 

こ
の
願
書
き
が
兄
弟
の
ど
ち
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ら
に
よ
る
も
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
兼
而 

予
て
。「
而
」
は
平

仮
名
。
長
沢
六
郎 

長
沢
六
郎
政
寛
。
小
姓
組
、
三
五
石
。
様
江

「
江
」
は
平
仮
名
。
現
代
の
「
へ
」。
出
入
仕 

六
郎
の
屋
敷
に
出

入
り
を
し
て
い
た
と
い
う
意
味
だ
が
、
坂
本
屋
の
目
的
は
当
主
の

六
郎
で
は
な
く
養
子
の
衛
門
に
会
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
衛
門
が
部

屋
住
み
の
身
で
あ
っ
た
た
め
こ
の
よ
う
な
表
現
を
と
っ
て
い
る
。

「
仕
」
は
謙
譲
語
。
惣
領 
実
子
で
あ
ろ
う
が
養
子
で
あ
ろ
う
が
、

藩
に
対
し
て
家
の
相
続
人
と
し
て
届
け
た
者
を
惣
領
と
称
す
る
。

衛
門 

衛
門
伴と
も

雄お

は
藩
の
国こ
く
が
く
し
ゃ
も
と
お
り
お
お
ひ
ら

学
者
本
居
大
平
等
に
学
び
有ゆ
う
そ
く職
故こ

実じ
つ

（
武
家
儀
礼
等
の
こ
と
）
や
和
歌
に
詳
し
か
っ
た
教
養
人
で
、
経

済
に
も
明
る
か
っ
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
こ
う
し
た
異
分
野
に
渡

る
才
能
を
持
つ
人
物
は
決
し
て
ま
れ
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
西に

し
は
ま浜

御ご

殿て
ん

に
隠
居
し
て
い
た
十
代
藩
主
徳
川
治は
る
と
み宝
が
有
職
故
実
に
強
く

関
心
を
持
ち
、
ま
た
本
来
藩
の
財
政
組
織
で
あ
る
藩
専
売
組
織
御

仕
入
方
や
熊
野
三
山
貸
付
方
を
隠
居
の
身
な
が
ら
握
り
続
け
て
い

た
た
め
に
衛
門
を
重

ち
ょ
う

用よ
う

、
そ
の
御お

側そ
ば

近
く
に
仕
え
さ
せ
、
西
浜
御

殿
内
々
御
用
や
、
熊
野
三
山
御
寄
附
金
貸
付
方
（
三
山
と
藩
に
よ

る
、
主
に
大
名
へ
の
貸
し
付
け
業
務
）
の
勤
め
も
兼
ね
さ
せ
て
い

た
（
文
久
元
年
長
沢
楠
次
郎
「
系
譜
」。『
南
紀
徳
川
史
』
第
二

冊
、五
二
九
～
三
九
頁
）。
封
印 

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
六
月
、

衛
門
は
職
を
免
じ
ら
れ
て
永な

が
お
し
こ
め

押
込
（
屋
敷
に
押
し
込
め
外
出
を
禁

ず
る
処
罰
）
と
な
り
、
さ
ら
に
二
年
後
の
安
政
二
年
六
月
に
は
揚

あ
が
り

座ざ

敷し
き
い
り入
（
座
敷
牢
入
り
の
処
罰
）
に
処
さ
れ
た
。「
此
度
御
封
印
」

と
は
、
衛
門
方
の
書
物
が
封
印
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は

な
く
、
通
常
の
使
い
方
で
は
な
い
が
、
衛
門
自
身
が
「
封
印
」、

揚
座
敷
入
と
な
っ
た
事
態
を
指
し
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
衛

門
は
部
屋
住
み
で
長
沢
家
を
相
続
す
る
こ
と
も
な
く
、
揚
座
敷
入

り
の
処
罰
が
解
け
な
い
ま
ま
、
六
年
十
一
月
、
五
十
二
歳
で
没
。

な
お
長
沢
家
は
、
衛
門
の
子
楠
次
郎
が
祖
父
六
郎
の
養
子
と
な
っ

て
相
続
し
て
い
く
（
前
掲
長
沢
家
「
系
譜
」）。
こ
れ
よ
り
前
の
嘉

永
五
年
九
月
、
隠
居
治
宝
付
き
の
年
寄
（
家
老
）
で
あ
っ
た
山
中

筑
後
守
が
死
去
、
十
二
月
に
は
治
宝
自
身
が
没
し
、
そ
の
直
後
か

ら
、
衛
門
を
含
め
た
治
宝
付
き
の
主
要
な
人
物
、
延
べ
四
〇
人
が

次
々
と
処
罰
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
嘉
永
の
大
獄
で
あ
っ
た
。
治
宝

と
筑
後
守
の
死
を
き
っ
か
け
に
、
藩
主
側
近
が
、
藩
の
専
売
組
織

な
ど
を
私
的
に
握
っ
て
い
た
隠
居
治
宝
一
党
を
追
い
落
と
し
に
か

か
り
、
藩
政
の
正
常
化
を
図
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（『
和
歌

山
県
史
』
近
世　
「
藩
政
の
苦
悶
」）。
相
成
「
相
」
は
語
調
を
整
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６　

著
述
御
尋
ね

え
る
語
。
承
り
申
「
承
り
」
は
謙
譲
語
。「
申
」
は
補
助
動
詞
。

上
に
置
か
れ
た
動
詞
（
こ
こ
で
は
「
承
」）
を
丁
寧
に
表
現
す
る
。

②
別
紙
目
録
「
坂
本
屋
文
書
」
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
か
し
上 

町
人
が
武
家
に
対
し
て
貸
す
の
だ
か
ら
、
貸
し
渡
し
や
貸
し
出
し

で
は
な
く
、「
貸
し
上
げ
」
に
な
る
。
其
内
ニ
者
「
者
」
は
平
仮
名
。

外
方
御
屋
敷
様
ニ
而
か
り
合
候
品 

坂
本
屋
が
衛
門
以
外
の
武
家

と
お
互
い
に
貸
し
借
り
し
合
っ
た
（「
か
り
合
」）
書
物
。
貴
重
な

書
物
は
貸
し
借
り
を
し
て
利
用
し
合
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
が
衛
門
に
「
御
か
し
上
仕
」
っ
た
分
に
含
ま
れ
て
い
る
と
い

う
の
だ
か
ら
、
又
貸
し
し
た
こ
と
に
な
る
。

③
此
段
「
段
」
は
最
も
広
い
範
囲
を
示
す
「
こ
と
」。
こ
こ
で
は

①
②
の
す
べ
て
。
思
召
「
番
所
」（
町
奉
行
所
）
段
階
で
の
好
意

的
な
お
考
え
、
判
断
。
私
江
「
私
」
の
「
禾
」（
の
ぎ
へ
ん
）
は
、

起
筆
部
か
ら
第
二
画
へ
移
る
時
に
力
を
抜
か
な
か
っ
た
た
め
、

「
牙
」
に
み
え
る
。
御
下
ケ 

奉
行
所
の
手
で
、
坂
本
屋
が
衛
門
に

貸
し
た
書
物
を
坂
本
屋
に
戻
す
。
坂
本
屋
は
衛
門
の
書
物
で
は
な

い
の
だ
か
ら
容
易
に
戻
る
も
の
と
判
断
し
て
こ
の
願
い
を
出
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
奉
行
所
は
取
り
調
べ
の
重
要
な

物
件
と
み
な
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
の
ち
に
見
る
よ
う
に
、
書
物

を
戻
す
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
版
木
の
差
し
出
し
ま
で
求
め
て
く
る
。

解
決
ま
で
そ
の
後
二
年
近
く
を
要
し
た
。被
為
成
下 「
被
」も「
為
」

も
敬
語
で
二
重
敬
語
。「
被
為
成
下
」
で
「
し
て
下
さ
る
」。
こ
こ

で
は
「
御
下
ケ
」
を
し
て
下
さ
る
で
、
御
下
げ
下
さ
る
。
卯
六
月 

長
沢
衛
門
が
処
罰
さ
れ
た
、
同
じ
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
卯
六

月
の
こ
と
。

　

さ
ら
に
奉
行
所
は
衛
門
の
出
版
書
目
を
尋
ね
て
き
ま
し
た
。
事

態
は
深
刻
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
が
坂
本
屋
に
も
分
か
っ
て
き
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
大
二
郎
（
書
物
屋
仲
間
）
は
安
政
二
年
八
月
、
そ

の
回
答
書
（「
御
請
」）
を
送
り
ま
す
が
、
そ
の
末
尾
に
は
不
自
然

な
形
で
「
四
季
草
」「
武
雑
記
」
の
版
木
の
分
割
所
有
に
つ
い
て

ま
で
付
記
し
て
あ
り
ま
す
。
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【
著
述
書
き
上
げ
】

〔
釈
文
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
行
司
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
吾

　
　
　
　
　
　
　
　

書
物
屋
仲
間

　
　
　
　
　
　
　
　

〻
〻
〻
〻
〻

　
　
　

①
御
請　
　
　
　

大
二
郎
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〻
〻
〻

長
沢
衛
門
様
著
述
之
内
板
行
ニ
相
成
候
品

御
尋
ニ
付
、
仲
間
共
相
調
左
之
通
奉
申
上
候

一
類
題
和
歌
作
例
集

一
類
題
和
歌
鴨
川
集

一
官
位
沿
革
便
覧　

長
沢
様

　

御
蔵
板

一
詠
史
歌
集

右
之
通
御
座
候

②
一
四
季
草

一
武
雑
記

右
二
品
伊
勢
貞
丈
著
述
之
品
へ
、
衛
門
様

校
正
被
成
候
而
板
行
ニ
相
成
御
座
候
、
右

御
届
申
上
候
、
以
上

〔
読
み
下
し
文
〕

　
　
　

①
御
請
け

長
沢
衛
門
様
著
述
之の

内
板は
ん

（
版
）
行こ
う

に
相
成な

し
候
品

御
尋
ね
に
付
き
、
仲
間
共ど

も

相
調
べ
左
之
通
り
申
し
上
げ
奉
り
候

②
右
二
品
伊
勢
貞
丈
著
述
之
品
へ
、
衛
門
様

校
正
成
さ
れ
（
被れ
レ
成な（
さ
））
候
て
（
而
）
板
行
に
相
成
し
御
座
候
、
右

御
届
け
申
し
上
げ
候
、
以
上
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①
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②
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八
月
十
八
日　
　
　

四
季
草　

大
二
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
沢
様

東
御
番
所　
　
　
　
　
　

秋
田
屋
太
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本
屋
喜
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヽ
ヽ
ヽ
大
二
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
四
人
割
合
御
座
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
雑
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
沢　

太
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喜
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
三
人
割
合

　
　
　
　
（
坂
本
屋
文
書
九
二
三
一

−

二
七
）

〔
文
意
例
〕

　
　

①
回
答
書

長
沢
衛
門
様
の
著
作
物
の
内
、
出
版
し
た
も
の
を

御
尋
ね
な
の
で
、
書
物
屋
仲
間
共
で
調
べ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
の
通
り
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

②
右
の
二
点
は
、
伊
勢
貞
丈
の
著
作
へ
衛
門
様
が

校
訂
を
お
加
え
に
な
っ
て
出
版
し
ま
し
た
。
右

お
届
け
申
し
ま
す
。
以
上
。

右
四
人
で
分
割
し
て
い
ま
す
。
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〔
語
意
・
語
法
〕

７　

版
木
提
出
命
令

「
二
軒
」（
喜
一
郎
・
大
二
郎
）
は
版
木
は
高
価
な
の
だ
し
、
そ
れ

を
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
出
版
禁
止
に
さ
れ
た
り
し
た
な
ら
ば
暮
ら

①
年
行
司
代
「
年
行
司
」
は
、
こ
こ
で
は
、
一
年
任
期
の
書
物
屋

仲
間
代
表
。「
代
」
は
、
そ
の
代
理
。
御
請 

「
御
番
所
」（
町
奉
行

所
）
の
仰
せ
付
け
（「
御
尋
」）
に
対
す
る
承
諾
書
。
板
行 

出
版
。

仲
間
共 

「
共
」
は
複
数
の
意
味
で
、
へ
り
く
だ
っ
た
表
現
。
奉
申

上
「
申
」
は
謙
譲
語
。「
奉
申
上
」
は
二
重
の
謙
譲
語
。
類
題
和

歌
作
例
集 

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
刊
の
和
歌
の
書
。
喜
一
郎

ほ
か
に
よ
る
出
版
（
高
市
績
『
紀
州
若
山
江
戸
時
代
出
版
者
出
版

物
収
覧
』、
坂
本
屋
文
書
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）。
類
題
和
歌
鴨か

も
が
わ川

集 

嘉
永
元
年
刊
の
和
歌
の
書
。喜
一
郎
・
大
二
郎
ほ
か
に
よ
る
版
。

官
位
沿
革
便
覧 

「
冠か
ん

位い

色し
き

沿え
ん
か
く革
便べ
ん
ら
ん覧
」。
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）

刊
の
有ゆ

う
そ
く職
故こ

実じ
つ

の
書
。
隠
居
治
宝
の
下
命
に
従
い
、伊
勢
貞
丈（
後

述
）の
著
作
に
衛
門
が
校
訂
を
加
え
た（『
南
紀
徳
川
史
』第
二
冊
、

五
三
〇
頁
）。長
沢
様
御
蔵
板 「
蔵
板
」は
版
木
を
所
蔵
し
て
い
る
。

長
沢
衛
門
は
校
訂
し
た
だ
け
で
な
く
、
版
木
自
体
を
所
有
し
て
い

る
。
著
作
権
と
版
権
が
分
離
し
て
い
な
い
。
以
下
の「
四
季
草
」「
武

雑
記
」も
衛
門
が
相あ

い

合あ
い

版
と
し
て
所
蔵
し
て
い
る
。詠え
い

史し

歌
集 「
詠

史
和
歌
集
」。
嘉
永
六
年
刊
。
和
歌
の
書
。
喜
一
郎
・
大
二
郎
ほ

か
に
よ
る
版
。

②
四
季
草く

さ 

伊
勢
貞
丈
の
有
職
故
実
の
書
。
写
本
を
衛
門
が
補
訂

し
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
出
版
。
武ぶ

雑
記 

伊
勢
貞
丈
の

有
職
故
実
の
書
「
武
雑
記
抄
」
の
写
本
を
衛
門
が
補
訂
。「
武
雑

記
補
注
」と
題
し
て
嘉
永
元
年
に
出
版
。伊
勢
貞
丈 「
さ
だ
た
け
」。

俗
に
「
て
い
じ
ょ
う
」。
有
職
故
実
家か

。
幕
府
寄
合
。
秋
田
屋
太

右
衛
門 

大
坂
心
斎
橋
の
書
物
屋
。
割
合 

分
割
す
る
こ
と
。
版
木

を
相
合
版
と
し
て
持
ち
合
っ
て
い
る
。

　

衛
門
の
出
版
書
目
を
提
出
さ
せ
た
あ
と
、
奉
行
所
は
そ
の
書
物

の
版
木
を
差
し
出
す
よ
う
求
め
て
き
ま
し
た
。
そ
う
考
え
て
み
る

と
、
先
の
衛
門
の
出
版
書
目
の
末
尾
に
不
自
然
な
形
で
版
木
の
持

ち
合
い
を
書
き
足
し
て
い
る
の
は
そ
れ
を
予
兆
さ
せ
ま
す
。九
月
、
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【
版
木
取
り
上
げ
御
免
願
い
】

〔
釈
文
〕

　
　

①
乍
恐
奉
願
上
候
口
上

一
長
沢
衛
門
様
御
著
述
之
品
々
板
木
之
義
、

　

私
共
所
持
之
分
御
番
所
様
へ
差
出
し

　

可
申
候
様
被
仰
聞
奉
畏
候
へ
共
、
②
右
板
木
之
義
者
、

　

家
督
と
申
候
程
之
品
に
て
ハ
無
御
座
候
へ
共
、

　

私
共
之
身
分
ニ
仕
候
而
ハ
彫
刻
仕
候
銀
子
者

　

余
程
之
義
ニ
而
、
私
共
二
軒
前
銀
拾
貫
目
程

　

之
出
分
ニ
相
成
候
事
ニ
て
、
③
年
々
右
書
物
製
本

　

仕
、
売
立
候
口
銭
銀
を
以
一
廉
之
渡
世
之

　

仕
来
り
候
品
之
儀
に
付
、
④
万
一
御
留
板
又
ハ

　

板
木
御
取
上
ケ
等
に
も
被
為
仰
付
候
ハ
ヽ
、
家
督　

（

ニカ
）

　

相
放
れ
、
差
当
り
困
窮
難
儀
迷
惑
仕
候
、

　

家
内
共
も
及
渇
命
候
義
ニ
御
座
候
に
付
、

　

恐
入
甚
心
配
仕
候
義
ニ
御
座
候
、
⑤
何
卒
格
別

「
二
軒
」（
喜
一
郎
・
大
二
郎
）
は
版
木
は
高
価
な
の
だ
し
、
そ
れ

を
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
出
版
禁
止
に
さ
れ
た
り
し
た
な
ら
ば
暮
ら

し
に
困
る
と
し
て
、
差
し
出
し
を
免
除
し
て
く
れ
る
よ
う
に
奉
行

所
に
願
い
を
出
し
て
い
ま
す
。

〔
読
み
下
し
文
〕

 　
　

 

①
恐
れ
乍
ら
願
い
上
げ
奉
り
候
口こ
う

上
じ
ょ
う

一
長
沢
衛
門
様
御
著
述
之の

品
々
板
木
（
版
木
）
之
義
、

　

私
共
所
持
之
分
御
番
所
様
へ
差
し
出
し

　

申
す
可
く
候
様
仰
せ
聞
け
ら
れ
（
被ら

れ
二

仰
お
お（
せ
）聞き
（
け
）

一
）

　
　
　
　

畏か
し
こみ
奉
り
候
え
（
へ
）
共ど
も

、
②
右
板
木
之
義
は
（
者
）、

　

家
督
と
申
し
候
程
の
品し

な

に
て
は
御
座
無
く
候そ
う
らえ
共
、

　

私
共
之
身
分
に
仕
り
候
て
（
而
）
は
彫
刻
仕
り
候
銀ぎ
ん

子す

は

　

余
程
之
義
に
て
、
私
共
二
軒
前ま

え

銀
拾
貫
目
程

　

之
出
し
分
に
相あ

い

成
り
候
事
に
て
、
③
年
々
右
書
物
製
本

　

仕
り
、
売
り
立
て
候
口こ

う
せ
ん
ぎ
ん

銭
銀
を
以
っ
て
一ひ
と
か
ど廉
之
渡
世
之

　

仕し

来き
た

り
候
品
之
儀
に
付
き
、
④
万
一
御
留と
め
い
た板
又
は

　

板
木
御
取
り
上
げ
等
に
も
仰
せ
付
か
せ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
（
被ら

れ
レ
為せ
二

仰
お
お（
せ
）付つ
（
か
）

一
）
候
は
ば
（
ハ
ヽ
）、
家
督
に

　

相
放
れ
、
差
し
当
り
困
窮
難
儀
迷
惑
仕
り
候
、
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①

②
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③

⑤

④
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之
思
召
を
以
宜
御
取
扱
被
為
遊
被
成
下
候
ハ
ヽ
、
私
共

　

両
家
共
家
名
相
続
仕
、
広
大
之
御
慈
悲

　

家
内
共
も
渇
命
に
及
び
候
義
に
御
座
候
に
付
き
、

　

恐
れ
入
り
甚
だ
心
配
仕
り
候
義
に
御
座
候
、
⑤
何な

に
と
ぞ卒
格
別
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難
有
仕
合
奉
存
候
、
依
之
乍
恐

　

奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　

卯
九
月

東
御
番
所
様

　
　
　
　
　
　
　
（
坂
本
屋
文
書
九
二
三
一

−

二
五
）

〔
文
意
例
〕

　
　

①
恐
れ
な
が
ら
お
願
い
い
た
す
口
上
書
き

一
長
沢
衛
門
様
が
御
著
述
な
さ
っ
た
書
籍
の
版
木
に
つ
い
て
、

　

私
共
の
所
持
の
分
を
御
番
所
様
へ
差
出
す

　

様
に
と
（
私
共
に
）
お
言
い
聞
か
せ
に
な
り
承
知
い
た
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
②
右
の
版
木
に
つ
い
て
は
、

　

財
産
と
い
う
程
の
価
値
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、

　

私
共
の
境
遇
か
ら
い
た
し
ま
す
と
（
版
木
を
）
彫
る
た
め
の
経
費
は

　

か
な
り
の
も
の
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
私
共
二
軒
分
で
銀
拾
貫
目
程

　

の
出
費
に
成
る
事
で
す
の
で
、
③
年
々
右
の
書
物
を
本
に
仕
立
て

　

あ
げ
て
、
売
れ
る
だ
け
売
っ
た
儲
け
で
や
っ
と
他ひ

と人
並
み
の
暮
ら
し
を 　

之
思お
ぼ

し
召
し
を
以
っ
て
宜よ
ろ
しく
御
取
り
扱
い
遊
ば
せ
ら
れ

　
（
被ら

れ
レ
為せ
レ
遊
あ
そ（
ば
））
成
し
下
さ
れ
（
被れ
二

成な（
し
）下く
だ（
さ
）

一
）
候
は
ば
、
私
共

　

両
家
共
家
名
相
続
仕
り
、
広こ

う
だ
い大
の
御
慈
悲

　

有
り
難
き
仕
合
わ
せ
に
存
じ
奉
り
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
に
依
り
恐
れ
な
が
ら

　

願
い
上
げ
奉
り
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　

卯
九
月

　

東
御
番
所
様
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続
け
ら
れ
る
程
度
の
こ
と
な
の
で
す
。
④
万
一
出
版
禁
止
あ
る
い
は

　

版
木
の
御
取
り
上
げ
な
ど
を
御
命
じ
に
な
る
な
ら
ば
、
せ
っ
か
く
の
財
産
が

　

な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
差
し
当
り
困
窮
し
難
儀
に
な
り
迷
惑
い
た
し
ま
す
。

　

家
族
達
も
生
活
が
成
り
立
た
な
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

　

恐
れ
、
甚
だ
心
配
い
た
し
て
い
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
⑤
何
卒
格
別

　

に
ご
配
慮
下
さ
り
宜
し
く
御
取
扱
い
下
さ
い
ま
す
な
ら
ば
、
私
達

　

両
家
共
に
（
暮
ら
し
も
成
り
立
ち
）
家
名
も
代
々
伝
え
続
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、（
そ
の
）
広
大
の
御
慈
悲
を

　

有
り
難
き
幸
せ
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
で
、
恐
れ
な
が
ら

　

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
以
上

〔
語
意
・
語
法
〕

①
品
々 

こ
こ
で
は
書
籍
。
私
共
所
持
之
分 

相
合
版
の
版
木
の
内
、

喜
一
郎
・
大
二
郎
の
手
元
に
あ
る
分
。
○ 

こ
の
位
置
に
何
ら
か

の
一
文
を
挿
入
し
た
も
の
と
思
え
る
。
⑤
の
○
も
同
様
。
番
所 

「
番
」
の
「
釆
」
は
左
右
の
ハ
ラ
い
が
抜
け
て
い
る
。
可
申
候
「
申
」

は
補
助
動
詞
。「
可
…
候
」
は
話
者
の
意
志
。
被
仰
聞
「
被
」
は

敬
語
。「
仰

お
お（
せ
）

 

聞き（
け
）」
は
言
い
聞
か
せ
る
の
敬
語
。「
被
」
が
付
く
か

ら
二
重
敬
語
。
奉
畏 

命
じ
ら
れ
て
承
知
し
た
の
だ
か
ら
、「
畏
か
し
こ（
み
）」。

候
へ
「
へ
」
は
「
候
」
の
語
尾
変
化
。

②
家
督 

家
産
。
財
産
。
申
候
程
之
品
「
品
」
は
種
類
。
等
級
。

あ
る
い
は
、
品
質
。
品
格
。
無
御
座 

「
座
」
は
「
坐
」
を
使
っ
て

い
る
。
身
分 

身
の
上
。
境
遇
。
彫
刻
仕
候
銀
子 

版
木
を
作
る
の

に
必
要
な
経
費
。
余
程
之
義
「
余
程
」
は
か
な
り
の
程
度
。
相
当
。

同
内
容
の
異
本
（
九
二
三
一

−

二
〇
）
に
は
、「
余
程
之
大
金
之

事
に
而
」
と
あ
る
。
二
軒
前
「
一
人
前
」
の
「
前
」
と
同
じ
使
い

方
で
、
二
軒
で
分
担
し
た
銀ぎ

ん

子す

の
こ
と
。
二
軒
は
喜
一
郎
と
弟
の

大
二
郎
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
銀
一
〇
貫
は
金
二
・
五
両
。
三
十
数
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万
円
。

③
製
本 
製
本
行
程
を
い
う
の
で
は
な
く
、
こ
こ
で
は
商
品
と
し

て
の
書
籍
を
作
り
上
げ
る
こ
と
。
売
立 

盛
ん
に
売
る
。
ど
し
ど

し
売
る
。口
銭
銀 
手
数
料
。儲
け
。一
廉
之
渡
世
之
仕
来
り
候 「
一

廉
」
は
一
人
前
の
。「
渡
世
」
は
生
活
・
生
業
。「
仕
来
り
」
は
し

続
け
る
。

④
留
板 

止
め
版
。
出
版
禁
止
。
絶
版
。
被
為
仰
付 

三
重
の
敬
語
。

家
督
ニ
相
放
れ「
放
れ（
離
れ
）」は
除
か
れ
る
。
除
外
す
る
。
前
掲
、

同
内
容
の
異
本
に
は
、
該
当
す
る
表
現
は
な
い
。
家
内 

家
族
。

及
渇
命
候
義
ニ
御
座
候
「
渇
命
」
は
飢
え
や
渇
き
で
命
が
危
な
く

な
る
。「
及
渇
命
」
で
、生
計
が
立
た
な
い
。「
義
ニ
御
座
候
」（
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
）
と
い
う
婉
曲
表
現
を
追
記
す
る
こ
と
で
、「
及

渇
命
候
」
と
い
う
直
接
的
な
物
言
い
に
比
べ
穏
や
か
な
言
い
回
し

に
し
て
い
る
。
恐
入 

非
常
に
恐
れ
る
。

⑤
思
召 

好
意
的
な
お
考
え
。
宜
御
取
扱
被
為
遊
被
成
下
「
遊
」

は
補
助
動
詞
で
、
こ
こ
で
は
「
御
取
扱
」
の
実
行
者
（
奉
行
所
）

に
対
す
る
尊
敬
の
念
を
示
す
。「
御
・
被
・
為
・
遊
」
で
四
重
の

敬
語
。「
宜
」
が
「
ウ
」（
う
か
ん
む
り
）
の
次
画
に
横
一
画
が
入

り
「
宣
」
に
な
っ
て
い
る
。
家
名
相
続
仕 （
暮
ら
し
が
成
り
立
ち
）

家
名
も
（
途
絶
え
る
こ
と
な
く
）
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
。「
仕
」

は
こ
こ
で
は
「
す
る
」
よ
り
も
「
出
来
る
」
と
理
解
す
る
方
が
よ

い
。
広
大 

広
く
大
き
い
。
慈
悲 

情
け
深
い
心
。

８　

増
刷
で
き
ず
著
作
が
品
切
れ

　

何
が
あ
っ
た
の
か
、
ど
う
い
う
判
断
が
な
さ
れ
た
の
か
は
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
版
木
差
し
出
し
は
取
り
止
め
、
こ
れ
に
代
え
て
該

当
す
る
書
物
を
提
出
す
る
と
い
う
こ
と
で
決
着
が
付
い
て
い
ま

す
。
旧
冬
（
安
政
三
年
）
に
は
そ
の
取
調
べ
も
終
わ
り
、
提
出
し

た
書
物
も
返
還
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、数
か
月
は
「
製
本
」（
増

刷
）
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
す
か
ら
、
版
木
に
代
え
て
書
物

を
提
出
し
た
と
い
っ
て
も
、
結
局
は
版
木
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
の

と
効
果
は
同
じ
。
た
だ
、
そ
の
た
め
に
書
物
が
品
切
れ
に
な
っ
た

と
い
う
の
で
す
か
ら
、販
売
は
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

何
と
も
中
途
半
端
な
処
罰
に
思
え
ま
す
。
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【
版
木
返
却
願
い
に
付
き
衛
門
宛
て
書
状
】

〔
釈
文
〕

　
　
　

①
口
上

一
冠
位
色
沿
革
便
覧

一
鴨
川
集

一
詠
史
歌
集

一
和
歌
作
例
集

一
武
雑
記

右
五
品
板
木
、
私
共
割
持
ニ
罷
在
候

処
、
私
共
所
持
之
分
ハ
御
調
被
為
在
候
趣
ニ
て

御
町
御
番
所
様
より
板
木
差
出
し
可
申
旨

被
仰
聞
候
ニ
付
、
②
段
々
御
宥
免
御
願
奉
申

　

書
物
が
返
さ
れ
「
製
本
」
を
し
て
も
か
ま
わ
な
い
よ
う
に
な
っ

た
と
い
っ
て
も
、
衛
門
屋
敷
に
あ
っ
た
衛
門
所
持
の
版
木
は
押
収

さ
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
た
め
、
ま
だ
増
刷
出
来
ず
に
い
ま
す
。
安
政

四
年
巳
（
一
八
五
七
）
正
月
、
大
二
郎
は
幽
閉
中
の
衛
門
に
対
し

て
、
藩
に
版
木
の
返
還
を
求
め
る
よ
う
促
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
、
衛
門
は
「
揚
座
敷
入
」（
座
敷
牢
入
り
）
の
処
罰
が

続
い
た
ま
ま
だ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
う
し
た
形
で
の
連
絡
は
可
能

だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
た
だ
、
文
面
は
用
件
を
淡
々
と
述

べ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
の
こ
と
に
は
一
切
触
れ
て
い
な
い

と
い
う
点
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

〔
読
み
下
し
文
〕

①
右
五
品
板
木
、
私
共
割
り
持
ち
に
罷
り
在
り
候

処
、
私
共
所
持
之の

分
は

　
　
　
　
　
　
　

御
調
べ
在
ら
せ
ら
れ
（
被ら

れ
レ
為せ
レ
在あ（
ら
））
候
趣
に
て

御
町
御
番
所
様
よ
り
板
木
差
し
出
し
申
す
可
き
旨

仰
せ
聞
け
ら
れ
（
被ら

れ
二

仰
お
お（
せ
）聞き
（
け
）

一
）
候
に
付
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
段
々
御ご

宥ゆ
う
め
ん免
御
願
い
申
し
上
げ
奉
り

候
て
（
而
）
製
品
五
品
差
し
上
げ
奉
り
御
調
べ
御
願
い

申
し
上
げ
奉
り
候
処
、
御
聞
き
届
け

　
　
　
　
　
　
　
　

成
し
下
せ
ら
れ
（
被ら

れ
レ
為せ
二

成な（
し
）下く
だ

一
）
候
て
、

旧
冬
右
書
物
五
品
共
御
調
べ
済
ま
せ
ら
れ
候
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①
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③

②
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④
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⑥
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上
候
而
製
品
五
品
奉
差
上
御
調
御
願

奉
申
上
候
処
、
御
聞
届
ケ
被
為
成
下
候
而
、

旧
冬
右
書
物
五
品
共
御
調
被
為
済
候

趣
ニ
而
御
下
ケ
ニ
相
成
申
候
儀
御
座
候
、
③
右
ニ
付

数
月
製
本
出
来
不
仕
候
ニ
付
段
々

売
仕
舞
、
此
節
ニ
至
諸
方
より
註
文
も
申

参
候
へ
共
前
段
之
義
ニ
付
最
早
製
本
無
之

甚
以
難
渋
仕
候
、
④
然
処
御
屋
敷
様
江
差

置
候
板
木
、
昨
年
御
召
上
ケ
ニ
相
成
御
座
候
、

未
タ
御
下
ケ
ニ
相
成
不
申
候
趣
奉
畏
罷
在
候

得
共
、
右
ニ
而
者
板
木
不
足
ニ
而
製
本
出
来

不
仕
候
、
⑤
最
早
私
共
持
板
ハ
御
調
も
被
為
済
候

御
儀
御
座
候
ニ
付
、
何
共
奉
恐
入
候
得
共

御
屋
敷
様
江
差
置
候
分
御
下
ケ
ニ
相
成
候

様
御
願
被
成
下
度
此
段
奉
願
上
候
、
⑥
左
候
ハ
ヽ

板
木
も
相
揃
製
本
出
来
仕
候
得
ハ
私
共

渡
世
ニ
相
成
難
有
奉
存
候
、
何
卒
右
之
段

宜
敷
御
取
計
被
成
下
候
様
仕
度
奉
存
候
、
以
上

　
　

巳
正
月
廿
九
日　
　
　
　

阪
本
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
二
郎

趣お
も
む
きに
て
御
下
げ
に
相
成
り
申
し
候
儀
に
御
座
候
、
③
右
に
付
き

数す
う
げ
つ月
製
本
出
来
仕
ら
ず
候
に
付
き
段
々

売
り
仕じ

舞ま
い

、
此
節
に
至
り
諸
方
よ
り
註
文
も
申
し

参
り
候
え
共ど

も

前
段
之
義
に
付
き
最
早
製
本
之こ
れ

無
く

甚は
な
は
だ

以
っ
て
難
渋
仕
り
候
、
④
然し
か

る
処
御
屋
敷
様
へ
差
し

置
き
候
板
木
、
昨
年
御
召
し
上
げ
に
相
成
り
御
座
候
、

未
だ
御
下
げ
に
相
成
り
申
さ
ず
候
趣
畏か

し
こみ
奉
り
罷
り
在
り
候
そ
う
ら

え
（
得
）
共ど
も

、
右
に
て
は
（
而
者
）
板
木
不
足
に
て
製
本
出
来

仕
ら
ず
候
、
⑤
最
早
私
共ど

も

持
板
は
御
調
べ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

済
ま
せ
ら
れ
（
被ら

れ
レ
為せ
レ
済す（
ま
））
候

御
儀
に
御
座
候
に
付
き
、
何な

ん
と
も共
恐
れ
入
り
奉
り
候
え
共ど
も

御
屋
敷
様
へ
（
江
）
差
し
置
き
候
分
御
下
げ
に
相
成
り
候

様
御
願
い
成
し
下
さ
れ
（
被れ
二

成な（
し
）下く
だ（
さ
）

一
）
度
く

　
　
　

此
段
願
い
上
げ
奉
り
候
、
⑥
左さ

（
然さ

）
候そ
う
らは
ば
（
ハ
ヽ
）

板
木
も
相
揃
い
製
本
出
来
仕
り
候
え
ば
私
共

渡
世
に
相
成
り
有
り
難
く
存
じ
奉
り
候
、
何な

に
と
ぞ卒
右
之の

段

宜
し
く
（
敷
）
御
取
り
計
ら
い
成
し
下
さ
れ

　
　
　
　
　
（
被れ
二

成な（
し
）下く
だ（
さ
）

一
）
候
様
仕
り
度
く
存
じ
奉
り
候
、
以
上
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長
沢
様

　
　
　
　
（
坂
本
屋
文
書
九
二
三
一

−

二
一
）

〔
文
意
例
〕

　
　
　
　

①
口
上
書
き

右
五
冊
の
書
物
の
版
木
は
所
有
権
が
分
か
れ
て
お
り
ま
す

が
、
私
共
（
兄
弟
）
所
持
の
分
は
御
調
べ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

町
奉
行
所
よ
り
版
木
を
差
出
す
よ
う
に
と
の
指
示
を

お
言
い
聞
か
せ
に
な
り
ま
し
た
。
②
（
そ
の
た
め
）
段
々
と
お
許
し
を
お
願
い
申
し

上
げ
て
、（
版
木
の
代
わ
り
に
そ
の
）
書
物
五
種
類
を
差
し
上
げ
御
調
べ
を
御
願
い

申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
御
許
し
下
さ
い
ま
し
た
。

昨
年
（
安
政
三
年
・
一
八
五
六
）
冬
、
右
書
物
五
種
類
と
も
御
調
べ
が
お
済
み
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
で
御
下
げ
渡
し
に
な
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
③
そ
う
い
う
こ
と
で

数
か
月
は
書
物
が
出
来
ず
に
い
ま
し
た
の
で
段
々

売
り
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
最
近
は
あ
ち
こ
ち
か
ら
註
文
も
言
っ
て

く
る
の
で
す
が
、
前
に
述
べ
た
事
情
で
す
の
で
最
早
書
物
も
無
く
な
り

大
変
困
り
ま
し
た
。
④
と
こ
ろ
が
衛
門
様
の
御
屋
敷
に

置
い
て
お
い
た
版
木
は
昨
年
御
取
り
上
げ
の
処
分
に
な
り
ま
し
た
。

未
だ
御
返
却
の
処
置
に
は
な
ら
な
い
と
の
点
は
承
知
い
た
し
ま
し
た
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け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
こ
と
で
す
と

　
　

�

（
ほ
か
の
も
の
は
作
れ
て
も
、
衛
門
様
が
版
木
の
一
部
で
も
持
っ
て
い
る
分
は
）
版
木
が
足
り
な
い
た
め
に
書
物
が
出
来

ま
せ
ん
。
⑤
最
早
私
共
（
兄
弟
）
の
持
っ
て
い
る
版
木
は
（
書
物
提
出
の
形
で
）
御
調
べ
も
お
済
み
に
な
っ
た

こ
と
で
御
座
い
ま
す
か
ら
、
何
と
も
恐
れ
入
り
ま
す
け
れ
ど
も

衛
門
様
の
御
屋
敷
へ
置
き
ま
し
た
分
（
版
木
）
を
（
藩
が
）
御
返
却
に
な
り
ま
す

様
に
御
願
い
下
さ
れ
た
く
、
こ
の
点
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
⑥
そ
う
い
う
こ
と
で
、

版
木
も
揃
い
書
物
も
出
来
ま
す
な
ら
ば
私
共
の

仕
事
に
も
な
り
有
難
く
存
じ
ま
す
。
ど
う
か
右
の
こ
と

よ
ろ
し
く
御
取
り
計
ら
い
下
さ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
以
上

〔
語
意
・
語
法
〕

①
私
共 

「
私
共
割
持
」
は
、
兄
弟
・
大
坂
の
秋
田
屋
の
ほ
か
、
江

戸
の
須
原
屋
・
山
城
屋
、
京
の
勝
村
な
ど
。
領
外
は
藩
の
権
限
が

及
ば
な
い
の
で
、「
私
共
所
持
」
は
兄
弟
。
割
持 

相
合
版
の
た
め
、

版
木
の
所
有
権
が
分
か
れ
て
い
る
。
罷
在
「
罷
」
は
複
合
し
た
動

詞
を
丁
重
に
い
う
。被
為
在
候
趣 「
被
」も「
為
」も
敬
語
。「
趣
」は
、

同
じ
「
こ
と
」
で
も
、
あ
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
く
意
味
。
事
柄

の
方
向
。
可
申
旨
「
可
」
は
話
し
手
、
こ
こ
で
は
奉
行
所
の
意
志

を
示
す
助
動
詞
。「
申
」
は
上
の
動
詞
を
丁
寧
に
表
現
す
る
補
助

動
詞
。「
旨
」は
も
の
ご
と
の
意
味
・
内
容
。
被
仰
聞 「
被
」は
敬
語
。

「
仰

お
お（
せ
）

  

聞き（
け
）」
は
言
い
聞
か
せ
る
の
敬
語
。「
被
」
が
付
く
か
ら
二
重

敬
語
。

②
宥
免 

罰
な
ど
を
許
す
こ
と
。
大
目
に
み
る
こ
と
。
製
本 

出
来

上
が
っ
た
書
物
。
奉
差
上
「
奉
」
は
謙
譲
語
。
聞
届
ケ 

許
す
こ

と
。
聞
き
入
れ
る
こ
と
。
旧
冬 

昨
年
の
冬
。
こ
の
口
上
が
巳（
安

政
四
年
・
一
八
五
七
）
正
月
の
日
付
な
の
で
、
昨
年
辰
（
同
三
年
）

冬
。
相
成
「
相
」
は
語
調
を
整
え
る
語
。
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③
右
ニ
付
数
月
製
本
出
来
不
仕
「
製
本
」
で
の
「
御
調
」
に
な
っ

た
の
だ
か
ら
、
版
木
は
手
元
に
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
な
ら
ば
版
木

を
使
っ
て
書
物
を
作
れ
る
の
か
と
い
う
と
、「
書
物
五
品
」
が
「
御

下
ケ
ニ
相
成
」
ま
で
の
「
数
月
」
間
は
「
製
本
出
来
不
仕
」
で
、

版
木
を
差
し
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
の
と
同
じ
意
味
を
持
つ
。
つ
ま

り
、「
製
本
」
で
の
「
御
調
」
は
単
に
、
奉
行
所
ま
で
大
量
の
版

木
を
運
ぶ
の
を
嫌
っ
た
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。段
々
売
仕
舞 「
仕
舞
」

は
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
。「
段
々
売
仕
舞
」
で
、
だ
ん
だ
ん
売

り
切
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
に
も
「
注
文
も
申
参
候
へ
共
…
製

品
無
之
甚
以
難
渋
」
と
あ
る
。
新
し
く
「
製
本
出
来
不
仕
」
だ
け

で
、
既
に
出
来
上
が
っ
て
い
る
も
の
の
販
売
ま
で
は
禁
止
さ
れ
な

い
。
此
節 「
節
」は
時
期
。
頃
。
前
段 

文
頭
か
ら「
段
々
売
仕
舞
」

ま
で
の
内
容
。
甚
以
「
甚
」
の
強
調
形
。
難
渋 

困
る
こ
と
。「
数

月
」
の
間
の
話
。

④
御
屋
敷
様 

衛
門
の
住
む
長
沢
六
郎
屋
敷
。長
沢
邸
。差
置 「
差
」

は
接
頭
語
。
意
味
を
強
め
た
り
語
調
を
整
え
た
り
す
る
語
。
御

召
上
ケ 

一
方
、
衛
門
方
の
版
木
は
差
し
押
さ
え
に
な
っ
て
い
る
。

御
下
ケ 

押
収
し
た
版
木
の
返
還
。
奉
畏 

藩
の
決
定
を
承
知
し
た

の
だ
か
ら
、「
畏

か
し
こ

」（
み
）。
板
木
不
足 

⑥
に
も
「
板
木
も
相
揃
」
と
あ
る
。

書
籍
単
位
で
版
木
を
所
持
し
て
い
る
の
な
ら
、
押
収
さ
れ
て
い
る

版
木
以
外
の
書
籍
に
つ
い
て
は
印
刷
で
き
る
。「
不
足
」と
か「
揃
」

と
か
い
う
の
は
、
一
部
の
版
木
が
な
い
た
め
に
、
一
冊
の
書
籍
全

体
が
印
刷
出
来
な
く
な
る
か
ら
こ
そ
出
て
く
る
表
現
で
あ
ろ
う
。

手
間
が
か
か
る
は
ず
な
の
だ
が
、
ど
う
や
ら
一
冊
の
書
物
に
つ
い

て
、
出
資
割
合
に
見
合
っ
て
版
木
を
分
割
所
蔵
し
て
い
る
ら
し
い

こ
と
が
わ
か
る
。

⑤
御
願
被
成
下
度 

お
願
い
な
さ
っ
て
欲
し
い
。「
度
」
は
聞
き
手

の
行
為
に
対
す
る
願
望
。「
れ
・
ら
れ
・
な
さ
れ
」
な
ど
の
次
に

置
か
れ
る
。
…
し
て
ほ
し
い
。
…
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

⑥
左
候
ハ
ヽ 

「
左さ

」
は
「
然さ

」。
既
述
の
こ
と
。
そ
う
。
渡
世 

生

活
・
生
業
。「
世
」
の
二
、三
画
目
の
縦
画
を
上
の
横
画
と
交
差
さ

せ
な
い
た
め
「
口
」
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
宜
敷 

前
項
【
版

木
取
り
上
げ
御
免
願
い
】
⑤
同
様
、「
宜
」
が
「
宣
」
に
書
か
れ

る
。
御
取
計
被
成
下
候
様
仕
度
奉
存 

⑤
と
同
様
の
語
法
（「
御
願

被
成
下
度
」）
で
、
よ
り
丁
寧
に
述
べ
た
つ
も
り
な
の
だ
ろ
う
が
、

問
題
が
多
い
。「
御
取
計
被
成
下
候
様
」（
お
取
り
計
ら
い
な
さ
い

ま
す
よ
う
に
）
と
い
う
読
み
手
の
行
為
に
対
し
、
書
き
手
が
「
仕

度
奉
存
」（
し
た
い
と
思
う
）
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
後
に
取
り

計
ら
い
を
支
援
す
る
た
め
の
何
ら
か
の
資
料
を
送
る
と
い
う
文
章

が
続
く
の
な
ら
ば
、
何
と
か
許
容
で
き
る
の
だ
が
。「
御
取
計
被
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計
ら
い
を
支
援
す
る
た
め
の
何
ら
か
の
資
料
を
送
る
と
い
う
文
章

が
続
く
の
な
ら
ば
、
何
と
か
許
容
で
き
る
の
だ
が
。「
御
取
計
被

成
下
候
様
奉
願
候
」「
御
取
計
被
成
下
度
奉
存
候
」
の
い
ず
れ
か

に
す
べ
き
だ
ろ
う
。

９　

西
田
内
蔵
の
著
作
に
転
換

【
三
熊
野
集
売
り
弘
め
願
い
】

〔
釈
文
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
物
屋
仲
間

　
　
　
　

乍
恐
奉
願
上
候
口
上　
　
　

喜
一
郎

一
①
奥
御
医
師
西
田
元
洞
様
御
養
子

　

同
苗
内
蔵
様
編
輯

　
　

三
熊
野
集
初
編　

全
部
二
冊

②
右
之
書
、
此
度
彫
刻
売
弘
仕
度
奉
存
候
付
、

乍
恐
此
段
奉
願
上
候
、
右
ニ
付
乍
恐
草
稿

全
部
二
冊
奉
入
御
覧
候
、
③
何
卒
彫
刻

売
弘
之
儀
御
聞
済
被
為
成
下
候
様
、

乍
恐
此
段
奉
願
上
候
、
以
上

　

衛
門
事
件
に
懲
り
た
喜
一
郎
は
出
版
の
方
針
を
転
換
さ
せ
、
以

後
同
じ
国
学
者
（
和
学
者
）
で
あ
る
西
田
内く

ら蔵
（
西
田
惟
恒
・
高

階
三
子
）
の
著
述
を
中
心
に
し
て
行
き
ま
す
。

〔
読
み
下
し
文
〕

　
　
　
　

恐
れ
乍
ら
願
い
上
げ
奉
り
候
口
上

一
①
奥
御
医
師
西
田
元げ

ん
ど
う洞
様
御
養
子

　

同ど
う

苗み
ょ
う

内く

ら蔵
様
編へ
ん

輯
し
ゅ
う

　
　

三み

熊く
ま

野の

集
初
編　

全
部
二
冊

②
右
之の

書
、此こ
の
た
び度
彫
刻
売
り
弘
め
仕
り
度
く
存
じ
奉
り
候
に
付
き
、

恐
れ
乍
ら
此
段
願
い
上
げ
奉
り
候
、
右
に
付
き
恐
れ
乍
ら
草
稿

全
部
二
冊
御
覧
に
入
れ
奉
り
（
奉
レ
入
二
御
覧
一
）
候
、
③
何な
に
と
ぞ卒
彫
刻

売
り
弘
め
之
儀
御
聞
き
済
み

　
　
　
　
　
　
　
　

成
し
下
せ
ら
れ
（
被ら

れ
レ
為せ
二

成な（
し
）下く
だ

一
）
候
様
、
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①

②

③
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酉
九
月

西
御
番
所
様

　
　
　
（
坂
本
屋
文
書
九
二
三
一

−

一
二
）

〔
文
意
例
〕

　
　
　
　

恐
れ
な
が
ら
お
願
い
い
た
す
口
上
書
き

②
右
の
書
に
つ
い
て
、
こ
の
度
版
木
を
彫
刻
し
（
書
物
の
）
売
り
広
め
を
致
し
度
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

恐
れ
な
が
ら
御
許
可
願
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
恐
れ
な
が
ら
原
稿
を

全
部
で
二
冊
御
覧
に
入
れ
申
し
ま
す
の
で
、
③
ど
う
か
彫
刻
し

売
り
広
め
る
こ
と
を
お
許
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
、

恐
れ
な
が
ら
願
い
上
げ
ま
す
。
以
上

〔
語
意
・
語
法
〕

10　

弟
を
お
じ
の
養
子
に

恐
れ
乍
ら
此
段
願
い
上
げ
奉
り
候
、
以
上

①
同
苗 

同
姓
。
す
な
わ
ち
西
田
。
三
熊
野
集 

歌
集
。
春
・
夏
・
秋
・

冬
・
恋
・
雑
の
各
部
に
分
か
れ
る
。

②
草
稿 

下
書
き
。
あ
る
い
は
原
稿
。「
草
」
を
「
艸
」
に
書
く
。

　

天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
ご
ろ
の
こ
と
、
喜
一
郎
は
同
居
さ
せ

て
い
る
下
の
弟
又
三
郎
を
、
お
じ
の
養
子
に
す
る
こ
と
で
話
を
進

め
て
い
ま
す
。
た
だ
そ
の
場
合
も
、
反
対
の
し
よ
う
の
な
い
家
庭

の
困
窮
を
理
由
に
し
て
、
許
し
を
く
れ
る
よ
う
に
藩
に
願
い
出
て
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【
弟
又
三
郎
養
子
に
付
き
願
い
】

〔
釈
文
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
之
嶋
村

　
　
　

①
乍
恐
奉
願
上
候
口
上　
　
　

喜
一
郎

一
私
義
、
当
村
ニ
而
御
高
下
ケ
紙
之
通
所
持
仕
、

　

祖
父
之
代
より
書
物
商
売
仕
来
候
処
、
②
弟
共
追
々

　

成
人
仕
候
得
共
、
細
元
手
ニ
御
座
候
得
者
、
分
譲
致

　

遣
候
田
畑
等
少
も
無
御
座
、
勿
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
在
カ
）

　

御
城
下
続
ニ
而
作
業
自
然
不
得
手
罷
上
候
付
、
③
私
共

　

縁
類
駿
河
町
与
助
与
申
者
方
ニ
相
続
人

　

無
御
座
候
付
、
私
弟
、
三
男
又
三
郎
与
申
者
養
子
ニ
被
望
候
付
、

　

④
三
ケ
年
已
前
約
束
仕
置
御
座
候
付
、
折
々
参
り

　

店
方
手
伝
致
居
御
座
候
処
、
此
節
引
越
さ
せ

　

呉
候
様
申
出
候
付
差
遣
申
度
奉
存
候
、
⑤
私
義

　

細
元
手
之
商
人
之
義
付
而
者
、
近
年
商
売
不
景
気
ニ

　

御
座
候
付
、
多
人
数
ニ
而
者
家
内
養
育
難
出
来
候
付
、

　

⑥
幸
ひ
差
遣
候
ハ
ヽ
、
私
母
、
兄
弟
合
之
事
故
先
祖
も
歓

〔
読
み
下
し
文
〕

　
　
　

①
恐
れ
乍
ら
願
い
上
げ
奉
り
候
口
上

一
私

わ
た
く
し

義ぎ

、
当
村
に
て
（
而
）
御お
ん
た
か高
下
げ
紙
之の

通
り
所
持
仕つ
か
ま
つり
、

　

祖
父
之
代
より
書
物
商
売
仕し

来き
た

り
候
処
、
②
弟
共ど
も

追
々

　

成
人
仕
り
候そ

う
らえ
（
得
）
共ど
も

、
細
き
元
手
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
座
候
え
ば
（
者
）、
分
譲
致
し

　

遣つ
か
わし
候
田
畑
等
少
し
も
御
座
無
く
、
勿も
ち
ろ
ん論

　

御
城
下
続
き
に
て
作
業
自じ

然ね
ん

不ふ

え

て
得
手
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

罷ま
か

り
在
り
候
に
付
き
、
③
私
共

　

縁
類
駿
河
町
与
助
と
（
与
）
申
す
者
方
に
相
続
人

　

御
座
無
く
候
に
付
き
、
私
弟
、
三
男
又
三
郎
と
申
す
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

養
子
に
望
ま
れ
（
被れ
レ
望
の
ぞ（
ま
））
候
に
付
き
、

　

④
三
か
年
以
前
（
已
前
）
約
束
仕し

置
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
座
候
に
付
き
、
折
々
参
り

　

店
方
手
伝
い
致
し
居
り
御
座
候
処
、
此こ

の

節
引
越
さ
せ

よ
り

め
て
い
ま
す
。
た
だ
そ
の
場
合
も
、
反
対
の
し
よ
う
の
な
い
家
庭

の
困
窮
を
理
由
に
し
て
、
許
し
を
く
れ
る
よ
う
に
藩
に
願
い
出
て

い
ま
す
。
ま
た
、
養
子
を
決
定
す
る
ま
で
に
、
人
柄
を
見
極
め
る

期
間
を
設
け
て
い
る
点
も
興
味
深
い
も
の
で
す
。
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①

②

③
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④

⑤

⑥

（
付
箋
）

（
付
箋
）
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⑦

（
付
箋
）
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（
付
箋
）

（
付
箋
）
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可
申
与
奉
存
候
、
左
候
得
者
跡
家
内
露
命
相
続
仕
、

　

如
何
計
歟
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
間
、
⑦
何
卒
格
別
之

　

御
慈
悲
を
以
村
方
出
放
之
義
御
聞
済
被
為

　

成
下
候
様
、
御
憐
愍
之
御
取
扱
之
程
乍
恐

　

幾
重
ニ
も
奉
願
上
候
、
以
上

（
付
箋
）

「
所
持
高　

七
斗
八
升
九
合
八
勺

　

家
内　
　

四
十
二
才　

喜
一
郎

　
　
　
　
　

三
十
一
才　

大
二
郎

　
　
　
　
　

二
十
六
才　

又
三
郎

　
　
　
　
　

三
十
二
才　

妻

　
　
　
　
　

六
才　
　
　

喜
太
郎
」

（
付
箋
）

「
本
文
之
趣
、
与
助
方
より
も
奉
願
候

義
ニ
御
座
候
」

　
　
　
　
　
　
　
（
坂
本
屋
文
書
九
二
三
一

−

五
）

　

く
れ
（
呉
）
候
様
申
し
出い

で
候
に
付
き

　
　
　
　
　
　
　
　

差
し
遣
し
申
し
度た

く
存
じ
奉
り
候
、
⑤
私
義

　

細
き
元
手
之
商
人
之
義
に
付
い
て
は
（
而
者
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
年
商
売
不
景
気
に

　

御
座
候
に
付
き
、
多
人
数
に
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
内
養
育
出
来
難
く
候
に
付
き
、

　

⑥
幸
い
差
し
遣
し
候
は
ば
（
ハ
ヽ
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
母
、
兄
弟
合あ

い

之
事こ

と

故ゆ
え

先
祖
も
歓
び

　

申
す
可べ

し
と
存
じ
奉
り
候
、

　
　
　
　

然さ

（
左さ

）
候
え
ば
後
（
跡
）
の
家
内
露ろ

命め
い

相
続
仕
り
、

　

如い

か何
ば
か
り
（
計
）
か
（
歟
）

　
　
　

有
り
難
き
仕
合
わ
せ
に
存
じ
奉
り
候
間
、
⑦
何
卒
格
別
之

　

御
慈
悲
を
以
っ
て
村
方
出
離
（
放
）
れ
之
義
御
聞
済
み

　

成
し
下
せ
ら
れ
（
被ら

れ
レ
為せ
二

成な（
し
）下く
だ

一
）
候
様
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
憐れ

ん
び
ん愍
之
御
取
り
扱
い
之
程ほ
ど

恐
れ
乍
ら

　

幾
重
に
も
願
い
上
げ
奉
り
候
、
以
上

（
付
箋
）

「
本
文
之
趣
、
与
助
方
より
も
願
い
奉
り
候

義
に
御
座
候
」

よ
り
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〔
文
意
例
〕

　
　
　
　

①
恐
れ
乍
ら
お
願
い
い
た
す
口
上
書
き

一
私
は
、
当
村
で
（
田
畑
の
）
高た

か

を
下
げ
紙
の
通
り
所
持
い
た
し
、

　

祖
父
の
代
か
ら
書
物
の
商
売
を
致
し
て
参
り
ま
し
た
。
②
弟
達
も
次
々
と

　

成
人
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、（
商
売
は
）
わ
ず
か
な
元
手
で
す
の
で
（
分
け
て
や
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
し
）、
分
け
与
え
て

　

や
る
よ
う
な
田
畑
等
は
少
し
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん

　
（
そ
の
田
畑
も
中
之
嶋
村
は
）
御
城
下
続
き
（
の
土
地
柄
）
で
農
作
業
も
当
然
う
ま
く
い
く
訳
が
あ
り
ま
せ
ん
。
③
私
共
の

　

親
類
で
駿
河
町
の
与
助
と
い
う
者
の
所
に
は
跡
継
ぎ
が

　

い
ま
せ
ん
の
で
、
私
の
弟
で
三
男
の
又
三
郎
と
い
う
者
を
養
子
に
と
望
ん
で
い
ま
す
。

　

④
三
年
以
上
前
に
（
口
）
約
束
を
し
て
あ
り
ま
し
た
の
で
、（
又
三
郎
は
先
方
に
）
時
々
出
向
い
て

　

店
の
手
伝
い
を
し
（
人
物
を
見
極
め
て
も
ら
っ
）
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
（
又
三
郎
を
）
引
越
し
さ
せ
て

　

く
れ
（
正
式
に
養
子
に
く
れ
）
る
よ
う
に
と
（
親
類
の
与
助
か
ら
）
申
し
出
て
来
ま
し
た
の
で
、
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
⑤
私
は
、

　

わ
ず
か
な
元
手
の
商
人
の
こ
と
で
す
か
ら
、
近
年
商
売
が
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん

　

の
で
、
多
人
数
の
家
族
で
は
養
う
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

　

⑥
幸
い
に
（
養
子
を
）
送
っ
た
な
ら
ば
、（
先
方
の
与
助
は
）
私
の
母
と
兄
弟
同
士
で
す
の
で
、（
さ
ぞ
か
し
）
先
祖
も
歓
ぶ

　

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
後
の
家
族
は
か
ろ
う
じ
て
生
活
い
た
せ
ま
す
し
、

　

ど
れ
ほ
ど
か
有
難
き
幸
せ
と
思
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
⑦
ど
う
か
格
別
の

　

御
慈
悲
で
、
村
か
ら
出
て
行
く
こ
と
を
お
認
め

　

下
さ
い
ま
す
よ
う
。
哀
れ
み
を
以
っ
た
お
取
り
扱
い
の
程
を
、
恐
れ
入
り
ま
す
が
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重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
以
上

　
（
付
箋
）

「
本
文
の
内
容
に
関
し
て
、
与
助
よ
り
も
お
願
い
申
し
上
げ
る

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
」

〔
語
意
・
語
法
〕

①
中
之
嶋
村
喜
一
郎 

書
物
屋
の
坂
本
屋
喜
一
郎
は
、
元
々
中
之

嶋
村
の
居
住
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
文
書

の
年
代
が
未
詳
で
あ
る
が
、
坂
本
屋
文
書
の
中
で
は
、
天
保
六
年

（
一
八
三
五
）「
未
八
月
」
の
１
項
【『
買
物
独
案
内
』
出
版
願
い
】

と
筆
遣
い
が
酷
似
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
が
同
じ
時
期
に
同
じ
筆

で
書
か
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
か
。
御
高 
城
下
町
の

高
名
な
書
物
屋
で
は
あ
る
が
、
わ
ず
か
と
は
い
え
田
畑
を
所
持
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。祖
父
之
代 

２
項【
二
度
目
の
出
版
願
い
】

に
は
「
親
代
」
と
あ
る
。

②
追
々 

次
々
と
。
あ
る
い
は
、
だ
ん
だ
ん
。
細
元
手 

次
に
続
く

文
章
で
所
持
田
畑
を
言
っ
て
い
る
の
だ
が
、
所
持
高
を
「
元
手
」

と
は
い
わ
な
い
の
で
、こ
こ
は
書
物
商
売
の
元
手
の
こ
と
に
な
る
。

「
細
元
手
」
の
一
言
で
、
元
手
が
少
な
い
、
だ
か
ら
書
物
屋
は
分

け
る
対
象
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
判
断
ま
で
含
め
て
い
る
。
こ
の

口
上
書
き
は
恐
ら
く
天
保
六
年
の
も
の
だ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
そ

の
時
点
で
、
先
に
見
た
よ
う
に
書
物
屋
商
売
で
成
功
し
て
い
た
喜

一
郎
家
は
大
量
の
版
木
を
所
持
し
、
分
け
与
え
る
に
十
分
な
ほ
ど

の
財
力
を
備
え
て
い
る
。
分
譲
致
遣
候
田
畑
等
少
も
無
御
座 

所

持
高
は
「
七
斗
八
升
九
合
八
勺
」
で
、
田
畑
だ
け
で
生
活
を
成
り

立
た
せ
る
た
め
に
は
、
通
常
一
人
一
反
、
取
れ
高
換
算
で
一
石
五

斗
ほ
ど
が
欲
し
い
。喜
一
郎
家
は
大
人
だ
け
で
も
四
人
い
る
か
ら
、

四
反
、
六
石
が
必
要
で
、
そ
の
七
、八
分
の
一
し
か
所
持
し
て
い

な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
分
割
相
続
出
来
る
よ
う
な
所
持
高
で

な
い
と
は
い
え
る
。
一
方
、
侮
る
こ
と
の
出
来
な
い
ほ
ど
の
書
物

屋
の
元
手
が
あ
る
。
一
般
的
に
商
家
の
場
合
は
田
畑
で
そ
の
家
政

を
判
断
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
喜
一
郎
は
書
物
屋
を「
細
元
手
」
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と
表
現
し
、
都
合
よ
く
財
産
の
少
な
い
家
を
装
っ
て
い
る
。「
ホ
」

の
よ
う
な
文
字
が
「
等
」。
御
城
下
続
ニ
而
作
業
自
然
不
得
手 

城

下
町
に
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
例
え
ば
水
利
等
で
制
限
を
受
け
た

り
不
具
合
が
生
じ
た
り
、
あ
る
い
は
町
人
が
土
地
や
作
物
を
荒
ら

し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
、
そ
の
分
農
業
を
や

り
に
く
い
と
い
う
こ
と
か
。「
自じ

然ね
ん

」
は
自
ず
と
。
罷
在
「
罷
」

は
複
合
し
た
動
詞
を
丁
重
に
い
う
。「
上
」
は
「
在
」
の
誤
り
か
。

③
縁
類 

親
類
。
与
助
与
（
與
）「
与
（
與
）」
は
平
仮
名
。
通
常

三
画
目
の
横
画
を
縦
画
と
交
差
さ
せ
ず
に
、
縦
画
に
続
く
横
画
に

書
く
。
相
続
人 

跡
取
り
の
こ
と
。
与
助
の
店
の
家
督
を
相
続
す

る
の
意
味
。
被
望
「
被
」
は
敬
語
。
与
助
が
望
ん
だ
。
又
三
郎
が

養
子
に
望
ま
れ
た
と
い
う
受
け
身
に
と
っ
て
は
間
違
い
。

④
已
前
「
以
前
」
の
「
以
」
と
音
が
同
じ
た
め
「
已
」
を
用
い
る
。

此
節 

当
節
、
近
来
の
意
味
だ
が
、
こ
こ
で
は
む
し
ろ
「
こ
の
度
」

が
ふ
さ
わ
し
い
か
。
引
越
さ
せ
呉
候
様
申
出 

類
縁
の
与
助
か
ら

喜
一
郎
に
宛
て
た
、「（
三
男
又
三
郎
を
与
助
の
家
へ
）
引
っ
越
し

さ
せ
て
く
れ
」
と
い
う
申
し
出
。
す
な
わ
ち
、
与
助
が
又
三
郎
を

養
子
に
ふ
さ
わ
し
い
と
認
め
、
正
式
に
迎
え
る
と
い
う
正
式
な
決

定
。
つ
ま
り
、
こ
れ
よ
り
前
に
あ
る
「
約
束
仕
置
」
は
、
こ
こ
で

養
子
が
決
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば
口
約
束
、
仮
契
約
。「
手

伝
致
居
」
は
、
与
助
の
店
を
単
に
手
伝
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
手

伝
わ
せ
る
こ
と
で
養
子
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た

め
の
瀬
踏
み
（
試
用
）
期
間
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
こ
で

最
終
決
定
し
、
う
し
ろ
の
（
喜
一
郎
が
こ
れ
を
了
承
し
又
三
郎

を
）「
差
遣
申
」
に
つ
な
が
る
。
こ
の
④
で
、
養
子
遣
り
取
り
の

一
連
の
手
順
を
示
し
て
い
る
。
三
男
又
三
郎
の
養
子
の
件
は
、
喜

一
郎
と
与
助
の
当
主
同
士
の
契
約
で
、
三
男
に
発
言
権
な
ど
な
い

の
だ
か
ら
、
三
男
又
三
郎
が
「
引
越
さ
せ
呉
候
様
申
出
」
と
意
向

を
表
明
し
た
な
ど
と
取
っ
て
は
間
違
い
。
差
遣
申
「
差
」
は
接
頭

語
。
意
味
を
強
め
た
り
語
調
を
整
え
た
り
す
る
。「
差
遣
」
は
、

人
、物
な
ど
を
相
手
に
送
る
。「
申
」は
補
助
動
詞
。
奉
存
候 「
存
」

は
横
画
抜
き
、
左
払
い
と
縦
画
を
一
体
化
し
、「
子
」
に
つ
な
げ

て
い
る
。

⑤
多
人
数
ニ
而
者
家
内
養
育
難
出
来 

こ
の
「
口
上
」
は
恐
ら
く

天
保
六
年
の
も
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
喜
一
郎
が
多
大
な
版
木
代

を
要
す
る
「
買
い
物
案
内
」
出
版
を
願
い
出
て
い
た
時
期
に
当
た

る
。
喜
一
郎
家
は
「
細
元
手
之
商
人
」
の
は
ず
は
な
く
、「
近
年

商
売
不
景
気
」「
多
人
数
ニ
而
者
家
内
養
育
難
出
来
」
と
述
べ
る
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こ
と
に
も
違
和
感
が
あ
る
。
養
子
の
許
し
を
得
る
た
め
に
、
難
渋

家
を
装
お
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

⑥
兄
弟
合 
「
合
」
は
関
係
。
親
類
の
与
助
が
喜
一
郎
の
母
と
兄
弟

関
係
で
、
喜
一
郎
か
ら
み
れ
ば
、
お
じ
に
当
た
る
。
先
祖
も
歓
可

申
「
可
」
は
話
者
の
意
志
。
先
祖
も
歓
ぶ
だ
ろ
う
と
い
う
推
測
と

と
れ
ば
よ
い
。「
申
」
は
補
助
動
詞
。
上
の
動
詞
「
歓
」
を
丁
寧

に
表
現
す
る
。
左
候
得
者
「
左さ

」
は
「
然さ

」。
す
で
に
述
べ
て
あ

る
事
態
を
示
す
。
そ
の
よ
う
に
。
そ
う
。
跡
家
内 「
跡
」は「
言
」（
ご

ん
べ
ん
）の
様
な
形
が「
足
」（
あ
し
へ
ん
）。
旁つ

く
りの「
亦
」は「
亠
」（
な

べ
ぶ
た
）
の
下
を
四
点
と
見
な
し
、
た
だ
三
点
だ
け
書
く
。
た
ま

に
出
て
く
る
字
だ
が
、
元
の
形
と
大
き
く
隔
た
っ
て
い
る
の
で
覚

え
て
お
き
た
い
。
露
命
相
続 「
露
命
」は
、は
か
な
い
命
。「
相
続
」

は
、
続
け
て
行
う
こ
と
。「
露
命
を
繋
ぐ
」（
か
ろ
う
じ
て
生
活
す

る
）
と
同
義
。
如
何
計
歟
「
如
何
計
」（
疑
問
文
、推
量
文
で
）
は
、

ど
れ
ほ
ど
。
ど
の
く
ら
い
。「
如
何
計
歟
」
は
四
文
字
と
も
か
な

り
く
ず
し
た
形
。

⑦
慈
悲 

哀
れ
み
を
請
う
際
の
慣
用
表
現
。
村
方
「
方
」
は
そ
れ

に
属
す
る
人
た
ち
。
出
放
（
離
）
出
て
離
れ
る
。
聞
済 

承
知
す

る
こ
と
。
被
為
成
下
「
被
」
も
「
為
」
も
敬
語
で
二
重
敬
語
。「
被

為
成
下
」
で
「
し
て
下
さ
る
」。
こ
こ
で
は
「
御
聞
済
」
を
し
て

下
さ
る
で
、
御
認
め
下
さ
る
。
御
憐
愍
之
御
取
扱
之
程
乍
恐
幾
重

ニ
も 

前
文
「
何
卒
格
別
之
御
慈
悲
を
以
…
御
聞
済
被
為
成
下
候
」

と
重
複
表
現
。「
憐
愍
」は
哀
れ
み
。な
さ
け
を
か
け
る
こ
と
。「
程
」

は
名
詞
の
表
現
を
婉
曲
に
す
る
。「
幾
重
ニ
も
」は
何
度
も
重
ね
て
。

（
付
箋
）
喜
一
郎 

喜
一
郎
が
当
主
で
、
弟
二
人
も
同
居
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
近
世
は
単
婚
家
族
（
一
組
の
夫
婦
を
中
心
に
し

た
家
族
）
が
基
本
で
、
父
母
ど
ち
ら
か
一
人
と
、
当
主
夫
婦
、
子

供
二
人
の
五
人
家
族
が
平
均
。
喜
一
郎
の
家
の
よ
う
に
三
十
一
歳

と
二
十
六
歳
に
も
な
る
弟
を
二
人
も
同
居
さ
せ
て
い
る
例
は
め
ず

ら
し
い
。
大
二
郎 

天
保
六
年
二
月
付
け
中
野
嶋
邑
庄
屋
善
大
夫

「
稼
キ
送
り
一
札
之
事
」（
九
二
三
一

−

五
）
に
、「
当
村
坂
本
屋

喜
一
郎
弟
大
次
郎
与
申
者
、
此
度
其
御
丁
内
雑
賀
屋
十
左
衛
門
借

家
へ
出
稼
キ
ニ
参
り
申
所
実
正
也
」（
多
く
の
家
持
ち
で
あ
る
十

左
衛
門
が
所
持
し
て
い
る
借
家
に
住
ん
で
、出
稼
ぎ
を
す
る
の
意
）

と
あ
り
、
同
じ
よ
う
な
時
期
に
、
次
男
大
二
郎
も
外
へ
出
よ
う
と

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。




